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“町、人にやさしい町」を
繭　　めざして

　　　　　マペドロ　ド　　　　ア　　　　　　ドロドロ　　き　ロ　　　ハ　さ

総額268億3，315万円

　　　閂籠塾顎
　　　　　　　　　　　畿，　　　　　　　　　轟
　　　　　　　　襲

　　　　　　蕪

　　　　　鞭

　　　　　馨
　　　　響
　　　紹
灘㈱

”
奪
難

　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

65（類馨与蟹黙謙料その他
10億8，9
（6．4％）

　講鍮

歳入

市税
磁億⑳，998

㈱．5鋤

難

個璋支出盗

難難攣
15億7，340
19．3％）

　　　諸収
　創億4、鰯

一県支出金7億7，082（4．6％）
繰入金6億4，743（3．8％）

その他4億8，377（2．9％）

　（　　議会費・労働費
　　災害復1日費・予備費

5肖防費

5億4，345
（3．2％）

、

％）

4．8％薦

　
平
成
六
年
度
予
算
が
、
三
月
の
定
例
市
議
会
で
決

ま
り
ま
し
た
。
　
一
般
・
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算

総
額
は
、
二
六
八
億
三
、
三
一
五
万
円
で
対
前
年
度

比
の
伸
び
率
は
六
・
三
％
（
一
般
会
計
は
一
六
九
億

八
、
五
〇
〇
万
円
伸
び
率
六
・
八
％
）
の
積
極
型
予

算
で
す
。

　
当
市
の
財
政
は
、
平
成
四
年
度
決
算
に
お
い
て
、

公
債
費
比
率
、
経
常
収
支
比
率
な
ど
の
財
政
指
数
の

一
部
が
改
善
さ
れ
た
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
予
算
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、
市
勢
の
活
性
化
、
行
政
水
準
向
上
の
た
め

の
施
策
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
従
来
か
ら
進
め
て

き
た
行
財
政
改
革
を
着
実
に
推
進
し
、
健
全
財
政
の

確
保
に
努
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

　
今
月
は
、
平
成
六
年
度
予
算
と
新
規
事
業
を
中
心

に
長
期
発
展
計
画
の
柱
に
そ
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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魅
力
あ
る
都
市
基
盤
の

　
　
　
　
　
　
整
備
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

北
越
北
線
の
沿
線
地
域
を

　
　
　
　
　
　
　
整
備
し
ま
す

　
都
市
基
盤
の
基
本
は
、
交
通
網
の

整
備
で
す
。
魚
沼
・
東
頸
城
の
地
域

住
民
の
悲
願
で
あ
る
北
越
北
線
は
、

平
成
八
年
度
事
業
完
了
を
目
指
し

て
、
着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
当
市
も
開
業
に
合
わ
せ
て
、
沿
線

地
域
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
十
日
町
駅
地
下
道
建
設

事
業
が
本
格
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
事
業
費
に
五
億
四
二
一
万
円
、

駅
西
口
広
場
と
駅
東
側
広
場
（
レ
ー

ル
サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
i
）
の
整
備
を

二
億
五
九
九
万
円
で
行
い
ま
す
。

　
レ
ー
ル
サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
勃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融平成8年度完成を目指し

J
R
十
日
町
駅
東
側
の
㈱
日
本
通
運

の
跡
地
を
利
用
し
、
十
日
町
ら
し
い

彫
刻
な
ど
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
雰
囲

気
を
か
も
し
出
し
ま
す
。

生
活
道
路
・
都
市
計
画

　
街
路
の
整
備
を
し
ま
す

　
生
活
道
路
の
新
設
改
良
事
業
で

は
、
高
山
太
子
堂
線
の
実
施
設
計
調

査
を
四
、
五
〇
〇
万
円
で
、
幸
町
小

黒
沢
線
歩
道
新
設
の
測
量
を
一
、
○

○
○
万
円
で
行
う
ほ
か
、
笹
之
沢
一

号
線
な
ど
五
路
線
の
測
量
調
査
設
計

を
行
い
ま
す
．

　
都
市
計
画
街
路
整
備
の
川
治
昭
和

町
線
道
路
改
良
工
事
で
は
、
一
億
一
、

四
一
〇
万
円
で
車
道
改
良
舗
装
な
ど

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
街
路
事
業
と

し
て
、
停
車
場
山
本
線
な
ど
四
路
線

の
道
路
改
良
を
二
、
八
○
○
万
円
で

行
う
予
定
で
す
。

克
雪
・
利
雪
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

　
流
雪
溝
の
整
備
で
は
、
い
よ
い
よ

流
雪
溝
用
水
中
継
ポ
ン
プ
場
本
体
の

築
造
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
計
画
当

初
は
、
今
年
十
二
月
の
供
用
開
始
の

予
定
で
し
た
が
、
駅
西
土
地
区
画
整

冬でもゲートボールができる下条の利雪親雪センター

　
　
　
　
　
ち
よ
く

理
事
業
の
進
捗
状
況
や
事
業
費
の
大

幅
な
増
額
の
た
め
遅
れ
ま
し
た
。
　
一

年
遅
れ
の
平
成
七
年
十
二
月
の
供
用

開
始
に
づ
れ
込
む
見
込
み
で
す
。

　
雪
国
快
適
環
境
総
合
整
備
事
業
と

し
て
、
小
泉
地
内
に
土
間
付
体
育
館

の
建
設
を
今
年
九
月
に
始
め
ま
す
。

来
年
秋
に
は
完
成
し
、
冬
で
も
室
内

で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
運
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
都
市
基
盤
の

　
　
　
　
整
備
を
行
い
ま
す

　
市
が
リ
ゾ
ー
ト
や
北
越
北
線
、
克

雪
・
利
雪
対
策
と
と
も
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
、
駅
西
地
区
と
西
本
町

地
区
の
区
画
整
理
事
業
で
す
。
区
画

整
理
課
を
新
設
し
、
事
業
予
定
地
に

事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
で

は
、
家
屋
移
転
補
償
や
宅
地
整
地
工

事
な
ど
を
一
億
三
、
六
五
二
万
円
で

行
い
ま
す
。
ま
た
地
区
内
の
流
雪
溝

送
水
管
布
設
工
事
を
七
、
○
○
○
万

円
で
行
い
ま
す
。

　
西
本
町
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

で
は
、
基
本
計
画
案
の
作
成
に
取
り

か
か
る
ほ
か
、
都
市
拠
点
総
合
整
備

事
業
の
実
施
設
計
を
合
わ
せ
て
行
う

予
定
で
す
．

安全で快適な

　暮らしよい

　　まちづくり

快
適
な
生
活
環
境
の

　
　
　
　
整
備
を
進
め
ま
す

　
市
で
は
、
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
上
水
道
施
設
・
簡
易
水
道

施
設
の
整
備
や
生
活
雑
排
水
・
工
場

排
水
に
よ
る
公
共
下
水
道
の
整
備
を

進
め
、
快
適
環
境
を
お
届
け
す
る
た

め
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
市
内
全
域
に
下
水
道
の
普

及
を
進
め
る
た
め
、
公
共
下
水
道
・

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
・
農
業
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集
落
排
水
・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
の
四
つ
の
制
度
を
利
用
し

て
い
く
考
え
で
す
。

　
公
共
下
水
道
は
、
今
年
度
新
た
に

新
座
・
大
井
田
地
区
の
下
水
道
布
設

に
向
け
、
地
形
図
や
地
籍
集
成
図
の

作
成
を
一
億
三
、
七
四
〇
万
円
で
行

い
ま
す
。
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
で
は
引
き
続
き
、
馬
場
・
水
沢
地

区
の
管
渠
布
設
を
進
め
ま
す
。
農
業

集
落
排
水
事
業
で
は
、
吉
田
南
部
地

区
の
鐙
坂
・
高
島
地
区
で
本
年
度
か

ら
五
年
間
を
か
け
て
事
業
を
始
め
ま

す
。
総
事
業
費
は
約
一
七
億
円
を
見

込
み
、
今
年
度
は
一
億
八
、
二
〇
〇

万
円
で
す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
で
は
、
昨
年
の
赤
倉
地
区

に
引
き
続
き
今
年
度
は
津
池
地
区
を

二
、
三
三
八
万
円
で
行
い
ま
す
。

　
簡
易
水
道
で
は
、
引
き
続
き
為
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入今年7月1日から、ごみ指定袋が導

地
区
の
管
渠
の
布
設
を
行
う
ほ
か
、

笹
之
沢
・
落
之
水
な
ど
の
八
箇
地
区

の
水
道
布
設
に
向
け
て
、
今
年
度
は

試
掘
井
戸
の
掘
削
を
二
、
七
〇
〇
万

円
で
行
い
ま
す
．

ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化
に

　
　
　
　
　
取
り
組
み
ま
す

　
七
月
一
日
か
ら
ご
み
指
定
袋
（
燃

え
る
ご
み
）
の
導
入
、
焼
却
場
と
霧

谷
埋
立
地
へ
の
持
ち
込
み
ご
み
の
有

料
化
が
始
ま
り
、
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
空
き
缶

回
収
団
体
が
集
め
た
空
き
缶
の
量
に

応
じ
て
補
助
金
を
支
給
す
る
ほ
か
、

資
源
ご
み
回
収
モ
デ
ル
地
区
を
設
定

し
、
資
源
の
再
利
用
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

公
園
整
備
と
緑
化
事
業
を

　
　
　
　
　
　
　
充
実
し
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
毎
日
を
明
る

く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
然

豊
か
な
潤
い
が
必
要
で
す
。
今
年
度

も
公
園
の
整
備
や
緑
化
事
業
に
力
を

注
ぎ
ま
す
。

　
十
日
町
市
総
合
公
園
に
は
、
芝
生

広
場
と
園
路
の
造
成
を
九
、
〇
一
〇

万
円
で
行
い
、
緑
道
整
備
で
は
、
水

飲
み
場
の
設
置
や
水
の
広
場
造
成
工

事
を
五
、
〇
七
〇
万
円
で
行
い
ま
す
。

健康と豊かな福祉は

みんなの力で築く

　　　　まちづくり

日
本
一
の
健
康
都
市
を

　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
ま
す

　
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
の
基
本

は
、
市
民
が
健
や
か
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
都
市
づ
く
り
で
す
。
本
年
度

は
、
・
日
本
一
の
健
康
都
市
を
目
指
し

て
、
組
織
づ
く
り
に
着
手
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
既
存
の
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
専
門
部
会
な
ど
を
置
い
て
、
目

標
設
定
や
具
体
策
な
ど
の
研
究
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

健
康
づ
く
り
と
検
診
事
業
に

　
　
　
　
　
　
力
を
入
れ
ま
す

　
今
年
度
も
成
人
病
予
防
対
策
に
力

を
入
れ
ま
す
。
国
の
住
民
基
本
健
康

診
査
は
四
十
歳
以
上
の
人
が
対
象
で

す
が
、
市
で
は
三
十
五
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
行
い
ま
す
。
ま
た
胃
が
ん

暴、
　1

　
　
雑
魁
絡

　
　
　
撒

　
　
肺
が
ん
検

大
腸
が
ん
検
診 今年も各種健（検）診に力を入れます

　
　
雛
　
誘
雛
難
雛
灘
欝
黙

検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、

診
、
乳
が
ん
検
診
、

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
成
人
病
予
防
、
健
康
の
増
進
等
の

知
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
医
師
、

保
健
婦
、
栄
養
士
等
を
講
師
と
す
る

保
健
学
級
、
講
演
会
を
開
催
し
た
り
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
医
師
、
保
健
婦
等
が
担

　
　
　
　
　
　
．
、
欝

　
　
　
＄
藝
撰
鑛
雛
欝
野

当
者
と
な
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

民
館
等
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

導
と
助
言
を
行
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
福
祉
を

公指

　
　
　
　
　
　
　
充
実
し
ま
す

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」

の
増
改
築
工
事
が
三
月
に
完
了
し
た

こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
三
好
園
を
拠

点
と
し
た
、
在
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
一
、
一
〇
四
万
円
で
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
二
、
三
四
一
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猛
．
猶
数
難

・
新
座
・
炎
難
國
地
鷹
曇
薬
茶
氷
遊
薪
設

事
業
　
　
　
　
　
　
　
一
億
釜
、
悲
園
◎

・
鼓
薬
蒸
水
道
鐵
業
鋤
｝
億
釜
．
難
榊
熊

・
鐙
島
地
匿
農
業
集
落
排
氷
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
一
億
難
、
髪
懸
◎

・
棄
圏
町
辮
期
酉
晦
衛
盤
施
設
継
脊
負
麹

金
國
億
遜
、
鴛
施
霊

・
誰
田
瞬
地
域
滋
域
事
務
維
轡
負
糧
金

　
　
　
　
　
　
　
　
遜
億
｝
窯
七
叢
戴

・
災
警
復
魑
審
業
費
　
　
｝
億
蔓
。
簸
灘
施

高
齢
者
福
祉
の
充
実

・
黙
ー
ム
八
ル
プ
麟
ー
逡
蒸
鐵
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麓
、
鑑
囲
｝

・
養
護
老
太
瀧
ー
ム
等
澱
駈
捲
置
費

　
　
　
　
　
　
　
　
露
億
園
。
圏
燕
難

・
老
太
交
灘
ブ
助
成
　
　
　
　
　
霊
戴
難

・
ね
だ
き
ゆ
老
戴
等
鴇
常
鑑
潅
溺
異
給
獄

事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
垂
ハ
籔

・
老
太
短
期
天
蘇
事
業
　
　
　
叢
．
港
勉
圏

・
ね
だ
き
椴
諺
人
等
葬
疑
騰
ー
欝
蒸
運
営

事
業
　
　
　
　
　
　
港
．
彪
七
麟

・
在
宅
介
護
麦
援
麺
ン
タ
ー
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
、
心
◎
園

社
会
福
祉
の
充
実

・
地
域
福
祉
塞
金
活
罵
事
業
（
地
鷹
福
祉

会
の
推
進
）
　
　
　
　
　
　
　
六
一
弛

・
心
身
障
害
者
通
所
援
護
事
業
　
遜
鰭
園

・
身
体
障
害
老
灘
羅
サ
董
ビ
ス
轟
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
◎
掘
蓋

・
精
神
薄
弱
者
措
置
費
二
億
○
、
七
鷲
一

・
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
網
料
金
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
董
曇
二

・
私
立
保
育
所
施
設
整
備
等
補
励

4



灘

円
で
四
月
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。
ま

　
　
ち

た
、
痴
ほ
う
症
の
お
年
寄
り
を
対
象

に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
本
人
の
心
身
機

能
の
維
持
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

家
族
の
身
体
的
・
精
神
的
な
軽
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
在
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、
お

年
寄
り
の
福
祉
の
総
合
案
内
窓
口
と

し
て
、
二
十
四
時
間
各
種
相
談
に
応

じ
て
く
れ
ま
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
は
三
好
園
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
、
在
宅
の
お
年
寄
り

の
シ
ー
ツ
交
換
や
オ
ム
ツ
交
換
な
ど

を
手
伝
い
ま
す
．

　
会
員
三
十
人
以
上
の
老
人
ク
ラ
ブ

と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
行
う
社
会

奉
仕
活
動
や
健
康
増
進
事
業
に
五
八

　　　　懸　　　繍　　慧
　翻

　馨　搬

／
．
響
難
、

鐘
舞
簸
懸

難
鰯
楓

高齢化社会に向けた在宅福祉サービス

九
万
円
助
成
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
日
常
生
活

用
具
（
ギ
ャ
ッ
チ
ベ
ッ
ド
、
エ
ア
パ

ッ
ト
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、
緊
急
通
報
装

置
な
ど
）
給
付
事
業
や
、
　
一
年
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
、
痴
ほ
う
症

の
お
年
寄
り
を
介
護
し
て
い
る
人
に

扶
助
費
を
支
給
す
る
事
業
を
行
い
ま

す
。

社
会
福
祉
の
充
実
を

　
　
　
よ
り
一
層
進
め
ま
す

　
地
域
の
福
祉
活
動
を
充
実
さ
せ
る

た
め
の
地
域
の
拠
点
と
し
て
、
平
成

四
年
度
に
下
条
・
水
沢
地
区
福
祉
会

を
、
平
成
五
年
度
に
中
条
地
区
福
祉

会
を
設
立
し
て
き
ま
し
た
。
地
区
公

民
館
と
連
携
し
て
、
教
育
、
医
療
、

福
祉
が
一
体
化
し
た
在
宅
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
運
営
費
は
、
地
域
福
祉
基

金
の
運
用
益
で
賄
い
ま
す
。

　
重
度
心
身
障
害
（
身
体
障
害
者
手

帳
一
～
三
級
・
療
育
手
帳
A
）
者
の

医
療
費
の
自
己
負
担
を
今
年
度
か
ら

五
〇
〇
万
円
助
成
し
ま
す
。

　
ま
た
私
立
保
育
所
の
建
設
費
と
施

設
整
備
費
の
四
割
を
助
成
し
ま
す
。

今
年
度
は
北
越
保
育
園
な
ど
四
施
設

が
対
象
で
す
．

　心豊かな

　人を
育てるまちづくり

不
登
校
児
童
・
生
徒
の

　
　
学
校
生
活
復
帰
を

　
　
　
　
　
　
　
応
援
し
ま
す

　
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
学

校
生
活
に
適
応
で
き
な
い
登
校
拒
否

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
集
団
生
活

へ
の
適
応
を
促
し
、
学
校
生
活
へ
の

復
帰
を
指
導
す
る
新
規
事
業
を
始
め

ま
す
。
中
魚
沼
郡
・
十
日
町
市
の
広
域

事
業
と
し
て
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
で
実
施
し
ま
す
。

車
イ
ス
利
用
児
童
が
通
学

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
車
イ
ス
を
利
用
し
て
い
る
児
童
が

学
校
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
十
日
町
小
学
校
の
施
設
を
三

月
に
一
部
改
造
し
ま
し
た
。
四
月
の

新
学
期
か
ら
車
イ
ス
で
通
学
し
て
い

ま
す
。

学
校
施
設
・
設
備
を

　
　
　
　
　
　
　
充
実
し
ま
す

　
昨
年
度
調
査
設
計
を
行
っ
た
南
中

学
校
の
柔
剣
道
場
・
給
食
調
理
場
の

建
設
が
今
年
六
月
二
億
五
、
七
〇
〇

万
円
で
着
工
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

中
条
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
法
面
保
護

工
事
、
水
沢
小
学
校
暖
房
工
事
、
吉

田
中
学
校
体
育
館
修
繕
工
事
、
南
中

学
校
屋
内
体
育
館
屋
根
塗
装
工
事
な

ど
を
行
い
、
学
校
施
設
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

　
ま
た
平
成
二
年
度
よ
り
行
っ
て
き

た
中
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入

事
業
は
、
今
年
度
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

一
、
一
一
九
万
円
で
購
入
し
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

　
　
交
流
事
業
を
育
成
し
ま
す

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、

交
流
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
は
最

も
大
切
な
事
業
で
す
。
大
好
き
十
日

町
会
の
育
成
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会

を
積
極
的
に
支
援
し
、
コ
モ
市
と
の

き
ず
な
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
交
流

協
会
を
通
じ
て
、
コ
モ
市
民
か
ら
十

一
月
三
日
の
市
制
施
行
四
十
周
年
の

記
念
式
典
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
中
魚
沼
郡
、
十
日
町
市
、
東
頸
城

郡
松
代
町
、
松
之
山
町
を
含
め
た
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
二
八
八

・
シ
ル
バ
i
人
材
セ
ン
タ
i
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
三
五
四

健
康
・
医
療
体
制
の
充
実

・
健
康
づ
く
ゆ
劉
日
本
証
推
進
事
業
六
三

・
乳
蝿
医
療
費
助
成
　
　
　
　
心
、
四
八
四

・
老
人
保
健
事
業
　
　
　
　
　
七
、
八
三
〇

・
精
神
障
警
者
医
療
費
助
成
　
　
五
〇
〇

・
国
難
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
繰
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
一
億
二
、
八
二
七

・
叢
太
保
健
特
別
会
計
へ
繰
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
一
億
八
、
六
四
六

教
育
環
境
の
整
備

・
繭
縣
学
校
柔
剣
道
場
・
給
食
調
理
場
の

建
設
　
　
　
　
　
　
二
億
五
、
七
九
八

・
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
　
　
　
　
九
◎
○

・
炎
業
等
奨
学
金
貸
獄
事
業
並
、
心
六
九

・
登
鞍
拒
否
晃
童
・
生
徒
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
九

・
麟
き
鱒
き
ス
ク
；
ル
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
九
六

・
噛
禦
校
灘
》
ぜ
鐵
ー
タ
導
天
事
業
（
ソ

フ
欝
螺
拡
號
購
戴
費
）
　
　
心
、
蔓
九

・
晃
董
・
生
徒
遠
躍
離
通
学
対
策
麟
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
二
翌
四

・
教
鐵
僅
竈
建
設
事
業
　
　
　
四
．
釜
叢
遜

社
会
教
育
活
動
の
支
援

・
裂
毘
館
社
会
教
育
活
動
・
生
涯
教
曹
羅

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
、
三
七
黛

・
勤
労
巻
総
轡
福
祉
弛
ン
タ
ー
設
置
事
業

　
燃
雇
翔
催
進
事
業
団
擦
建
設
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
、
三
〇
九

・
叢
鍵
編
さ
ん
・
歯
版
事
業
四
、
四
霊
六

5　と『お』形夢㌻　平成6年4月10日
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彪
・
滑E

域
の
情
報
交
流
の
拠
点
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
、
都
市
拠
点
総
合
整
備

事
業
に
よ
る
情
報
館
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
地
権
者
の
方
々
の
同
意
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
今
年
度
の
市
制
施
行

四
十
周
年
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
基
本
計
画
の
青
写
真
を
示
し
、

平
成
七
年
度
の
着
工
、
九
年
度
の
開

館
へ
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。　

勤
労
者
団
体
よ
り
強
い
要
望
が
あ

り
ま
し
た
、
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
建
設
は
、
雇
用
促
進
事
業
団

と
話
し
会
い
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
十
日
町
市
に
建
設
が
濃
厚

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
決
定
さ
れ
た

な
ら
ば
本
町
六
丁
目
の
四
ツ
宮
公
園

隣
り
に
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

情報館建設が予定されている西本町地区

若者が定着できる

　魅力ある産業の
　い
薯舌きづくまちづくり
　　　　●

足
腰
の
強
い
農
業
基
盤

　
づ
く
り
に
力
を
入
れ
ま
す

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
作

物
の
輸
入
自
由
化
、
コ
メ
市
場
開
放

や
農
業
の
担
い
手
確
保
な
ど
多
く
の

難
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
豪

雪
地
で
零
細
農
家
の
多
い
当
市
で

は
、
今
後
と
も
足
腰
の
強
い
農
業
基

盤
づ
く
り
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
本
年
度
は
ほ
場
整
備
事
業
に
重
点

的
に
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。
農
家

の
皆
さ
ん
の
経
費
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
事
業

で
あ
る
県
営
吉
田
南
部
地
区
、
県
営

苗
場
下
段
地
区
の
事
業
を
補
助
し
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
着
工
予
定
の
県

営
四
日
町
中
条
地
区
、
県
営
鉢
地

区
、
団
体
営
城
之
古
地
区
の
事
業
に

補
助
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
次
期
予
定

地
の
事
前
調
査
を
新
座
大
井
田
地

区
、
下
条
地
区
で
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
ほ
場
整
備
関
係
は
二

億
一
、
二
〇
〇
万
円
で
す
。

　
新
規
に
農
業
に
就
か
れ
る

方
の
経
営
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
高
性
能
農
業
機
械

（
育
苗
機
、
田
植
機
、
乾
燥

機
な
ど
）
を
リ
ー
ス
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
農
村
総
合
整
備

モ
デ
ル
事
業
を
一
億
四
、
二

〇
〇
万
円
で
、
農
道
・
林
道

整
備
を
一
億
三
、
六
〇
〇
万

円
で
行
い
ま
す
．

　
　
　
．
鑛
灘
撒
雛
羅

∞～

騨
懸
艦
嚢

商
工
業
の
振
興
は

ま
ち
を
活
気
づ
け
ま
す

　
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
絹
織
物
業

を
振
興
す
る
た
め
、
業
界
と
行
政
と

の
連
携
を
密
に
し
て
、
行
政
が
何
を

支
援
で
き
る
か
な
ど
研
究
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
染
織
創
作
展
、
総
合

求
評
会
、
京
越
会
設
立
二
十
周
年
記

念
事
業
や
十
日
町
き
も
の
バ
ン
ク
な

ど
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
商
店
街
の
活
性
化
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
本
町
三
丁
目
ア
ー
ケ

ー
ド
の
新
装
、
高
田
町
三
丁
目
歩
道

融
雪
装
置
設
置
事
業
に
四
、
二
〇
〇

万
円
補
助
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
勤
労
者
住
宅
貸
付
、
産

業
育
成
資
金
貸
付
、
中
小
企
業
振
興

資
金
貸
付
、
工
場
建
設
資
金
貸
付
な

ど
、
市
の
制
度
資
金
の
貸
付
金
を
大

幅
に
拡
大
し
、

り
ま
す
。

図雪のない歩道で買い物がしやすくなった高田町2

リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
向
け

公
共
事
業
を
進
め
ま
す

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
、
昨

年
五
月
に
平
成
八
年
度
一
部
オ
ー
プ

ン
に
向
け
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
新
し

い
雇
用
の
場
が
創
出
さ
れ
る
な
ど
、

十
日
町
市
の
活
性
化
を
進
め
る
う
え

で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
に
引
き
続
い
て
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
進
め
る
た
め
、
下
水
道
事
業

を
三
億
九
、
七
〇
〇
万
円
で
行
い
ま

す
。
ま
た
上
水
道
事
業
を
四
億
七
、

O
O
O
万
円
で
行
い
ま
す
。
市
道
水

沢
珠
川
線
の
改
良
や
雪
崩
予
防
棚
の

設
置
な
ど
を
一
億
五
、
七
〇
〇
万
円

で
行
い
ま
す
．

o　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　● ■　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　● ●　　　　　　　　　　◎　　　　◎　　　　o　　　　　　　　　　●　　　　●　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　o

曲
●　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●
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開　　総整整　　営就あ　　気施 業 市
拠

路　　区　　境ト
整　　簡　　保開
備　　易　　全発
事　　水　　公推
業　　道　　共進
　　拡＿下費
甕難離
七〇　　七業蔓1

1
卜
関
連
の
敷
泥

業　iT　　場成住
利　ド目　　建資宅
子等　・　　設金建
補設高　　資・設
給置国　　金小資
交補町護貸売金
騨手麟難
竃興目雲　近恭
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●
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振

国　1ス
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○〇　　五　　三
〇〇　　一　　一

備 三三唐七　　化○
一七街九　　資○

興 七蓋　　鈍撤囲　　一一一戴対慧
一園　　輩施一　　難一幽策轟

興 墨一ス六館
園灘潔一）

6



　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
政
功
労
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
を
表
彰

　
　
　
　
　
2
0
人
・
1
団
体
に
市
民
ほ
う
賞

　平成5年度市民ほう賞の表彰式が、3月31日㈲市役所で行われ、

次の20人と1団体が選ばれました。受賞された皆さんは、長年市政

の進展や社会福祉の増進・交通安全運動などに貢献され、市政功労

者として十日町市ほう賞規則に基づいて表彰されました。

　
＊
自
治
功
労

岡
村
　
建
治
さ
ん
（
北
新
田
2
・
6
9
歳
）

庭
野
　
健
藏
さ
ん
（
菅
沼
・
6
9
歳
）

　
＊
産
業
振
興
功
労

鍬
柄
沢
生
産
森
林
組
合
（
鍬
柄
沢
）

田
村
　
久
策
さ
ん
（
昭
和
町
1
・
6
5
歳
）

　
　
　
し
げ
と
し

阿
部
　
茂
壽
さ
ん
（
水
野
町
・
6
5
歳
）

高
橋
　
辰
文
さ
ん
（
川
治
下
町
2
・
7
7
歳
）

　
＊
治
山
治
水
土
地
改
良
功
労

藤
田
　
市
郎
さ
ん
（
安
養
寺
・
6
6
歳
）

　
＊
福
祉
功
労

故
　
後
藤
　
唯
夫
さ
ん
（
高
田
町
2
）

故
　
瀧
澤
三
知
子
さ
ん
（
寿
町
3
）

　
＊
保
健
衛
生
功
労

山
口
　
昭
士
さ
ん
（
袋
町
中
・
6
5
歳
）

服
部
　
達
也
さ
ん
（
本
町
－
下
・
6
0
歳
）

登
坂
健
二
郎
さ
ん
（
駅
通
り
・
6
6
歳
）

　
＊
保
健
・
体
育
功
労

宇
都
宮
正
明
さ
ん
（
稲
荷
町
2
・
71
歳
）

　
＊
交
通
安
全
功
労

太
田
　
一
郎
さ
ん
（
本
町
7
－
2
・
6
9
歳
）

　
＊
防
災
功
労

矢
口
　
公
一
さ
ん
（
西
本
町
2
・
5
5
歳
）

　
＊
統
計
功
労

小
宮
山
正
巳
さ
ん
（
高
田
町
3
西
・
58
歳
）

佐
藤
　
正
彦
さ
ん
（
本
町
6
－
1
・
6
5
歳
）

田
村
孝
次
郎
さ
ん
（
関
口
樋
口
町
・
5
7
歳
）

山
本
　
徳
政
さ
ん
（
塚
田
・
59
歳
）

　
＊
特
別
賞

故
土
田
浩
資
さ
ん
（
高
山
3
）

　
＊
そ
の
他
功
労
（
水
道
事
業
）

保
坂
　
　
巖
さ
ん
（
姿
1
・
6
5
歳
）

献血功労者の
皆さんに感謝状

165人・2団体

　
三
月
十
九
日
㈹
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、

平
成
五
年
度
献
血
功
労
者
（
団
体
）
の

感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
愛
の
献
血

に
協
力
い
た
だ
い
た
個
人
一
六
五
人
と

二
つ
の
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
献
血
五
十
回
以
上
の
人
と
二
つ
の
団

体
を
次
の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。

　
　
個
　
人
（
献
血
二
百
回
）

矢
口
　
　
寛
さ
ん
（
加
賀
糸
屋
町
）

　
　
個
　
人
（
献
血
百
五
十
回
）

大
熊
　
秀
夫
さ
ん
（
塚
　
田
）

高
橋
　
芳
邦
さ
ん
（
稲
荷
町
西
）

阿
部
　
正
彦
さ
ん
（
稲
荷
町
4
）

　
　
個
　
人
（
献
血
百
回
）

橋
本
　
栄
光
さ
ん
（
新
　
水
）

星
名
　
政
男
さ
ん
（
中
条
中
町
）

村
山
　
博
志
さ
ん
（
土
市
4
）

　
　
個
　
人
（
献
血
八
十
回
）

丸
山
　
　
忠
さ
ん
（
下
条
中
央
通
り
）

佐
藤
　
　
晃
さ
ん
（
四
日
町
新
田
1
）

小
川
　
晴
輔
さ
ん
（
学
校
町
1
）

清
水
　
　
均
さ
ん
（
稲
荷
町
西
）

小
林
　
三
夫
さ
ん
（
美
雪
町
1
・
2
）

上
村
　
喜
平
さ
ん
（
川
治
内
後
）

　
　
個
人
（
献
血
五
十
回
）

小徳上金湯池柳
嶋永村澤川田

千
里
さ
ん

林
平
さ
ん

幸
博
さ
ん

一
雄
さ
ん

廣
史
さ
ん

重
明
さ
ん

正
兵
さ
ん

山
本
摩
里
子
さ
ん

関
口
　
弘
治
さ
ん

大
野
　
定
夫
さ
ん

和
田
　
雄
二
さ
ん

小
澤
　
　
茂
さ
ん

佐
藤
優
之
さ
ん

古
沢
　
貞
男
さ
ん

樋
口
　
則
雄
さ
ん

大
木
和
雄
さ
ん

南
雲
　
貞
治
さ
ん

根
津
建
一
さ
ん

池
田
　
榮
八
さ
ん

村
山
　
重
夫
さ
ん

松
澤
仁
作
さ
ん

葉
葺
　
幸
雄
さ
ん

池
田
　
克
也
さ
ん

上
村
隆
平
さ
ん

南
雲
　
幸
次
さ
ん

　
　
団
体

㈱
小
嶋
屋

＋
日
町
交
通
㈱

（
南
新
田
3
）

（
上
川
町
）

（
関
根
－
）

（
太
田
島
－
）

（
太
田
島
3
）

（
北
新
田
－
）

（
錦
町
2
）

（
五
軒
新
田
）

（
土
市
2
）

（
四
日
町
新
田
4
）

（
中
条
八
幡
）

（
小
泉
2
）

（
田
中
町
西
）

（
北
鐙
坂
3
）

（
寿
町
4
）

（
為
永
）

（
関
根
－
）

（
妻
有
町
西
1
・
2
）

（
春
日
町
3
）

（
為
永
）

（
川
治
下
町
－
）

（
大
黒
沢
－
）

（
北
新
田
2
）

（
北
新
田
－
）

（
中
村
）
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躍淵

助役に小川徳久氏
収入役に馬場罠朗氏

市議会第1回定例会（会期3月8日～22日）が開力

氏
露

鷺
縦

　
　
　
課
務

　
田
政
総

　
　
　
財

役
五
長
立
．

　
ー
課
済

助
　
設
軽

　
　
　
建
長

氏
　
経
缶

朗
　
轟

倣
謙

嚢
鞭
燗

　
　
　
　
衛
長

　
収
　
健
音

　
　
　
　
保
済

　
三
月
三
十
一
日
付
と
四
月
一
日
付
で

総
勢
二
百
九
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま

し
た
。

課
長
補
佐
級
以
上
の
異
動
と
退

職
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
見
方
は
、
▼
新
職
（
旧
職
）
氏
名

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
一
日
付
）

〈
課
長
級
〉
　
二
〇
人

▼
議
会
事
務
局
長
（
総
務
課
長
・
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
長
）
大
関
和
夫
▼

地
域
開
発
室
長
（
経
済
部
長
）
関
口
弘

治
▼
総
務
課
長
・
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
（
市
民
部
長
）
若
井
雄
二
▼
税

務
課
長
（
監
査
委
員
事
務
局
長
・
公
平

委
員
会
書
記
長
）
村
山
正
隆
▼
農
林
課

長
（
建
設
課
長
）
大
熊
忠
義
▼
建
設
課

長
（
下
水
道
課
長
）
佐
藤
正
雄
▼
建
設

課
参
事
建
設
課
長
補
佐
・
工
事
検
査
員

（
克
雪
都
市
計
画
課
長
補
佐
）
水
落
良

栄
▼
下
水
道
課
長
（
克
雪
都
市
計
画
課

長
）
丸
山
富
士
郎
▼
克
雪
都
市
計
画
課

長
（
体
育
課
長
）
風
間
昌
宏
▼
区
画
整

理
課
長
（
建
設
部
長
）
瀬
下
敬
志
▼
会

計
課
長
（
商
工
観
光
課
長
補
佐
観
光
係

長
）
根
津
正
昭
▼
庶
務
管
理
課
長
（
衛

生
施
設
組
合
事
務
局
長
）
宮
沢
孝
美
▼

学
校
教
育
課
長
（
学
校
教
育
課
指
導
管

理
主
事
）
佐
藤
義
隆
▼
学
校
教
育
課
指

導
管
理
主
事
（
吉
田
小
学
校
長
）
大
川

博
▼
社
会
教
育
課
長
公
民
館
本
館
参
事

（
市
民
課
長
補
佐
市
民
係
長
）
風
間
栄

光
▼
体
育
課
長
（
農
林
課
長
）
柳
則
夫

▼
学
校
教
育
課
参
事
中
央
学
校
給
食
共

同
調
理
場
長
（
体
育
課
長
補
佐
体
育
係

長
）
矢
口
栄
市
▼
学
校
教
育
課
参
事
水

沢
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
（
中
央
学

校
給
食
共
同
調
理
場
長
）
富
井
一
男
▼

監
査
委
員
事
務
局
長
・
公
平
委
員
会
書
記

長
（
税
務
課
長
）
生
越
誠
▼
農
業
委
員

会
事
務
局
参
事
・
次
長
（
工
事
検
査
員
）

中
沢
宏

〈
課
長
補
佐
級
〉
　
十
一
人

▼
総
務
課
長
補
佐
・
新
潟
県
東
京
事
務

所
研
修
派
遣
（
総
務
課
副
参
事
人
事
秘

書
係
長
）
丸
山
俊
久
▼
企
画
財
政
課
長

補
佐
企
画
調
整
係
長
（
会
計
課
長
補
佐

出
納
係
長
）
竹
内
増
蔵
▼
市
民
課
長
補

佐
市
民
係
長
（
税
務
課
副
参
事
市
民
税

係
長
）
佐
藤
正
之
▼
保
健
衛
生
課
長
補

佐
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
学
校
教
育
係

長
）
上
村
松
雄
▼
商
工
観
光
課
長
補
佐

観
光
係
長
（
保
健
衛
生
課
長
補
佐
）
藤

田
八
郎
▼
下
水
道
課
長
補
佐
施
設
管
理

係
長
（
下
水
道
課
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー

長
）
田
村
邦
夫
▼
克
雪
都
市
計
画
課
長

補
佐
（
下
水
道
課
長
補
佐
）
池
田
庄
平
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織鑑

下
条
・

水
沢
に
次
い
で

が
設
立

　
平
成
四
年
八
月
に
設
立
さ
れ
た
下
条
・
水
沢
地
区
に
次
い

で
、
三
月
十
八
日
㈹
に
中
条
小
学
校
区
を
区
域
と
し
た
、
市

内
で
三
番
目
の
中
条
地
区
社
会
福
祉
会
が
設
立
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ψ
小
地
域
福
祉
活
動
を

　
　
　
　
　
推
進
し
ま
す

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
平
成
四
年
七
月
か
ら
国
の
指

定
を
受
け
て
「
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
地
域
福
祉

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
相

談
に
よ
る
援
助
活
動
や
地
域
住
民

に
よ
る
支
援
組
織
を
確
立
し
、
援

助
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
を
地
域

で
助
け
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら

明
る
く
住
み
良
い
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
こ
の
事
業
を
進
め
る
上
で
地
区

社
会
福
祉
会
の
組
織
づ
く
り
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。
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▼
区
画
整
理
課
長
補
佐
（
克
雪
都
市
計

．
画
課
長
補
佐
）
佐
藤
一
昭
▼
会
計
課
長

補
佐
出
納
係
長
（
下
水
道
課
副
参
事
管

理
係
長
）
阿
部
光
子
▼
学
校
教
育
課
長

補
佐
学
校
教
育
係
長
（
企
画
財
政
課
長

補
佐
企
画
調
整
係
長
）
山
田
正
毅
▼
体

育
課
長
補
佐
体
育
係
長
（
建
設
課
長
補

佐
監
理
係
長
）
春
日
宏
市
郎

『
退
職
者
」
三
月
三
十
一
日
付

▼
小
川
徳
久
（
総
務
部
長
）
▼
馬
場
良

朗
（
地
域
開
発
室
長
）
▼
湯
沢
俊
雄
（
議

会
事
務
局
長
）
▼
村
山
信
一
（
教
育
次

長
庶
務
管
理
課
長
…
十
日
町
地
域
広
域

事
務
組
合
へ
）
▼
上
村
泰
司
（
会
計
課

長
）
▼
菊
池
伸
雄
（
学
校
教
育
課
長
…

田
上
小
学
校
へ
）
▼
太
田
正
義
（
社
会

教
育
課
長
兼
公
民
館
本
館
参
事
）
▼
宮

澤
定
雄
（
学
校
教
育
課
参
事
水
沢
学
校

給
食
共
同
調
理
場
長
）
▼
村
山
常
治

（
水
道
局
参
事
浄
配
水
場
長
…
衛
生
施

設
組
合
へ
）
▼
斎
木
仁
（
総
務
課
副
参

事
）
▼
庭
野
邦
子
（
西
保
育
所
主
査
）

▼
上
村
葉
子
（
保
健
婦
）
▼
徳
永
啓
吉

（
自
動
車
運
転
手
）
▼
小
林
房
雄
（
調

理
員
兼
汽
か
ん
員
）
▼
樋
口
重
信
（
自

動
車
運
転
手
）
▼
水
落
之
九
（
用
務
員
）

▼
戸
田
ト
ヨ
（
調
理
員
）
▼
田
村
菊
平

（
用
務
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
一
日
付
）

　
〈
消
防
長
〉

▼
消
防
監
消
防
長
兼
組
合
事
務
局
長

（
十
自
町
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）

村
山
信
一

　
〈
課
長
級
〉
　
三
人

▼
消
防
本
部
次
長
予
防
課
長
（
消
防
署

長
警
防
課
長
）
吉
田
又
夫
▼
消
防
署
長

警
防
課
長
（
予
防
課
長
）
中
島
松
雄
▼

消
防
司
令
長
（
消
防
司
令
）
小
林
勝
美

　
〈
課
長
補
佐
級
〉
　
二
人

▼
消
防
司
令
総
務
課
長
補
佐
中
里
消
防

係
長
（
消
防
司
令
補
中
里
消
防
係
長
）

宮
内
勉
▼
第
一
小
隊
長
警
防
課
長
補
佐

（
第
一
小
隊
長
警
防
課
長
補
佐
訓
練
救

助
係
長
）
小
沢
勝
義

　
〔
退
職
者
〕
三
月
三
十
一
日
付

▼
田
村
猛
（
消
防
長
兼
組
合
事
務
局

長
）　

〔
退
職
者
〕
三
月
三
十
一
日
付

▼
宮
沢
孝
美
（
事
務
局
長
…
十
日
町
市

教
云
目
禾
女
員
ム
云
へ
）

　
〈
課
長
級
〉
　
四
月
一
日
付

▼
事
務
局
長
（
水
道
局
参
事
浄
配
水
場

長
）
村
山
常
治

下水道課がいた場所に

移りました

水道局
保
健
セ
ン
タ
ー

□

室議会
市
長
室

地域開発室
費内線260～263

建設課

珊W
G
克雪都市計画課

　　　　　　　古田島ビル2階
　　　　　　　　（千代田町）

◆事業第一・係　　　牟　へ↓　納醜

◆繋難2賜羅
Fax52－7513　　　　　　　　　　　　＋日町

駅西地区と西本町地区の区画整理事業と情
報館を柱とした余暇文化都市構想を進める事

務事業を担当します。

　　　　　　　下水処理センター
　　　　　　　　（妻有大橋近く）

◆事務係・事業係・施設管理係
◆盈52－7441　　　　　　　　　　　　　　　一　　 大楯

㎞52－7009遜團欝駐
　　　　　　〔　　画山　　線　・

　
地
区
社
会
福
祉
会
の
ね
ら
い
は
、
小

地
域
福
祉
活
動
を
担
う
基
礎
組
織
を
つ

く
る
こ
と
で
、
市
町
村
域
を
小
学
校
区

や
旧
町
村
単
位
の
小
地
域
に
区
分
し
、

福
祉
を
目
的
と
し
て
広
く
住
民
に
呼
び

か
け
組
織
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
四
年
八
月
に
下

条
地
区
と
水
沢
地
区
で
組
織
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
今
回
、
市
内
で
三
番
目
に

中
条
小
学
校
区
を
単
位
と
し
た
中
条
地

区
社
会
福
祉
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

▽
中
条
地
区
騨
鵠
諜
ぜ

　
中
条
地
区
社
会
福
祉
会
の
設
立
総
会

は
、
三
月
十
八
日
働
に
中
条
地
区
公
民

館
で
、
町
内
代
表
者
や
各
種
団
体
の
代

表
者
な
ど
約
六
十
人
が
出
席
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
役
員
、
専
門

部
会
、
事
業
計
画
、
予
算
を
審
議
し
設

立
。
会
長
に
星
名
武
男
氏
（
中
条
旭
町

地
区
公
民
館
長
・
民
生
児
童
委
員
）
ら

十
二
人
の
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
中
条
地
区
社
会
福
祉
会
は
、
中
条
小

学
校
区
を
区
域
に
活
動
を
行
い
、
事
務

局
を
中
条
地
区
公
民
館
内
に
置
き
ま
す
。

事
務
局
は
、
地
域
が
行
う
福
祉
活
動
の

お
手
伝
い
で
あ
り
、
運
営
の
中
心
は
地

域
住
民
の
自
主
的
・
自
発
的
な
活
動
が

そ
の
基
礎
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
ま
す
。

　
具
体
的
な
活
動
の
内
容
は
、
今
後
専

門
部
会
で
検
討
さ
れ
ま
す
。

票成6隼度．灘梅あ鱒

　　　福祉セ潔ター相談業務

《一般粕談》

慶相談日一毎欝月一金曜瞬1畿・瞬・

祭瞬懇除鵜

繋後1薩～淫時
麟粕談繭蓉一慾配趨＆相談・結婚囎談

　蒸の他鞍驚懸懇相談

塵相談員…星熱識灘紳条蟷瞳〉．爾野

　i幸雄1圏測駆i3〉霧圏雅羅1蒸臨歪

艶）還囲徳鯛治張購）秣業智鯛
灘灘瞬認）

く無料法律獺談》前圓蒙饗韓電議饗贈

　じ選蕩裟だ慧輪．纏5籍籔斑繭線澱

ロ相談日…蕪欝第建・蓬恭曜圏騰鏑
　麟懸脹鷹掲載）

羅後玉時3⑧鐙馨饗騰

麟相談員鱗続潟鼎謙護盤嚢嚢藁

ロ癩談場所・醸・蒸般獺談、無料犠談逡癒

熊瞬駆ぷ糀お鱒編難難灘蘇一《叢役
灘肉饗繭線欝◎）態。

◎
戸
締
り
・
旋
錠
・
自
転
車
や
自
動
車
の
カ
ギ
か
け
な
ど
、
あ
た
り
ま

　
え
の
こ
と
を
守
っ
て
犯
罪
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

◎
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
や
家
庭
問
題
で
大
変
困
っ
た
こ
と
が
で
き
た
ら
、

　
他
人
ご
と
で
も
民
生
児
童
委
員
に
伝
え
ま
し
ょ
う
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．LI
1
1

團住所

十日町市千歳町3丁目3番地

囹電話

57－3111　Fax52－4635

（
議
決
機
関
）

議
　
　
　
会
1
■
事

　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　難　　　　　　灘
　　　　繋　凝織

（執行機関）

　　　　　灘　　　灘　　ll　　藻　灘雛綬・
勲

　
　
　
　
　
務
局
（
局
長
H
大
関
和
夫
次
長
“
保
坂
功
・
ほ
か
係
員
3
人
）
…
議
会
の
運
営
、
請
願
・
陳
情
受
理

目
調
灘
難
漏
鵜
灘
鋪
※
讐
一
一
熱
饗
灘
響
画
法

■
総
務
課
総
務
管
理
係
（
〃
庭
山
広
和
・
1
8
人
）
…
…
市
政
事
務
嘱
託
員
・
防
災
・
庁
舎
管
理
・
交
通
安
全
・
市
営
駐
車
場

　
〔
　
　
課
長
H
若
井
雄
二
　
　
文
書
広
報
係
（
補
佐
兼
務
　
・
7
人
）
…
…
市
議
会
議
案
・
例
規
審
査
・
広
報
広
聴
・
統
計
・
国
際
交
流
・
文
書
全
般

　
　
補
佐
口
小
川
周
策
　
　
人
事
秘
書
係
（
係
長
池
田
春
夫
・
5
人
）
…
…
市
長
秘
書
・
ほ
う
賞
・
行
政
組
織
・
庁
議
・
任
免
・
服
務
・
給
与
等
全
般

　
　
“
口
丸
山
俊
久
　
出
張
所
…
…
…
…
…
…
・
…
…
t
…
…
…
・
…
－
下
条
出
張
所
・
吉
田
出
張
所
・
水
沢
出
張
所

■
税〔

醸

■
市〔

難

■

佐長民三村務
藤津　　谷山

正　　　　正
之進課尚隆課癬
一
姉 管

理
収
納
係
（
補
佐
兼
務
　
・
6
人
）
…
…
…
市
税
・
国
民
健
康
保
険
料
の
徴
収
・
軽
自
動
車
税
・
納
税
証
明
書
等

市
民
税
係
（
係
長
小
海
勇
・
5
人
〉
…
…
…
市
民
税
の
賦
課
・
調
定
・
農
業
所
得
標
準

資
産
税
第
一
係
（
〃
水
落
昭
夫
・
5
人
）
…
…
土
地
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自
動
車
税
・
特
別
土
地
保
有
税

資
産
税
第
二
係
（
〃
西
野
　
繁
・
4
人
Y
…
…
家
屋
・
償
却
資
産
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　
　
　
民
　
係
（
補
佐
兼
務
　
・
8
人
）
…
…
戸
籍
・
住
民
登
録
・
印
鑑
証
明
・
市
民
相
談
・
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
金
係
（
係
長
上
村
和
子
・
5
人
）
…
…
国
民
年
金
・
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

　　　■

一農補参課
佐事長

小滝大林
山沢熊

晃良忠
一太義課

■
商
工

〔
灘
㎜

■
建〔

醸

■

藤矢観
田口光
八辰

郎幸課

　d

　観商

　　工

　光労

　　政

　係係
　ハ　　ノヘ
　補“

　佐
　　柳　兼

　務＿

農
業
振
興
係
（
係
長
生
越
征
男
・
7
人
〉
…
…
農
業
振
興
全
般
・
後
継
者
対
策
・
農
業
資
金
・
畜
産
振
興

林
政
農
災
係
（
〃
野
口
五
＋
三
・
4
人
）
…
…
…
農
林
災
害
復
旧
・
治
山
・
林
道
・
森
林
公
園
・
入
会
林
野

農
地
計
画
係
（
〃
遠
田
良
丁
2
人
）
…
…
ほ
場
整
備
・
農
地
開
発
事
業
の
調
査
計
画
・
土
地
改
良

農
地
整
備
係
（
〃
根
津
増
蔵
・
4
人
Y
…
…
ぼ
場
整
備
・
農
地
開
発
事
業
の
実
施

総
合
整
備
係
（
〃
春
日
　
勝
・
4
人
）
…
…
農
村
総
合
整
備
・
農
村
集
落
排
水
・
農
道
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邦
男
・
2
人
）
…
…
…
商
工
業
の
振
興
・
企
業
誘
致
・
労
政
・
雇
用
・
消
費
生
活
・
計
量
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
4
人
）
…
…
…
観
光
振
興
・
誘
客
宣
伝
・
大
好
き
十
日
町
会

水佐設
落藤

良正

栄雄課

用土維監

鮮
蕪
漏
設
躾
理
騨
舞
萎
…
累
［
醸
灘
鞭
糞
無
細
管
理
運
営

．
繕
舗
編
四
難
離
響
長
灘
耀
［
一
磁
騨
鰍
纏
鞘
轡
績
策
．
克
雪
住
宅

務地木持理

係
（
係
長
宮
沢
正
隆
・
4
人
Y
…
…
市
道
認
定
廃
止
・
道
路
橋
梁
台
帳
・
道
路
占
用
・
建
設
団
体

係
（
〃
須
藤
健
二
・
7
人
）
…
－
…
道
路
橋
梁
河
川
の
維
持
修
繕
・
道
路
除
雪
・
な
だ
れ
防
止
・
流
消
雪
施
設

係
（
〃
水
落
　
勝
・
6
人
）
…
…
道
路
の
新
設
改
良
・
舗
装
・
橋
梁
新
設
・
河
川
改
修
・
土
木
災
害
復
旧

係
（
〃
大
口
守
マ
3
人
）
…
…
市
有
財
産
（
建
設
課
所
管
分
）
の
取
得
・
管
理

係
（

プ0



ii灘難鶴灘灘嚢鐵i朗

〔課
長
H
瀬
下
敬
志

補
佐
口
佐
藤
一
昭

■
社
会
福
祉
事
務
所

　
〔
　
　
所
長
”
越
村
幸
夫

　
　
次
長
口
高
橋
友
太
郎

事務局

目
会藤

■
水〔

類

．
1
事
業
第
二
係
（
〃

鈴宮管桑岩道阿根計
木沢　　原田　　部津
　　理
勝孝　　　久　　光正
司美課功雄局子昭課

出保高援福
　　齢
納育福護祉
　　祉
係所係係係
ハ　　　　ノヘ　　　 ノヘ　　 ノヘ　　 ノヘ

補所“““’，．　長

福
崎
良
昭
・
2
人
）
…
、
－
土
地
区
画
整
理
（
西
本
町
Y
都
市
拠
点
総
合
整
備
事
業

　
　
　
　
太
田
省
三
・
5
人
）

　
　
　
　
村
山
英
マ
5
人
）

　
　
　
　
上
村
睦
男
・
3
人
）

　
　
　
　
●
鐙
島
・
清
水
孝
子
、

　
　
　
　
．
西
・
村
山
千
恵
子
、

係
（
補
佐
兼
務
　
・
3
人
）

教育委員会

教育機関

選
挙
管
理
委
員
会
ー
■
事

監
査
委
員
i
■

農
業
委
員
会
1
■

事
務
係
（
次
長
兼
務
・
6
人
）

維
持
係
（
係
長
樋
口
一
雄
・
5
人
）

建
　
設
　
係
（
〃
小
林
義
勝
・
4
人
）

浄
配
水
場
係
（
〃
根
津
哲
夫
・
2
人
）

庶
務
管
理
係
（
補
佐
兼
務
　
・
3
人
）

…
…
…
民
生
委
員
・
児
童
福
祉
・
保
護
司
・
家
庭
児
童
相
談
室

…
…
…
生
活
保
護
・
身
障
精
薄
福
祉
・
母
子
父
子
福
祉
・
心
身
障
害
児
者
手
当

…
…
…
老
人
福
祉
計
画
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
老
人
福
祉
施
設
・
在
宅
老
人
福
祉

高
山
・
太
田
梅
子
、
川
治
・
渡
辺
良
江
、
下
条
・
桑
原
ミ
チ
子
、

北
原
・
南
雲
文
子
、
水
沢
・
樋
ロ
ミ
チ
、
つ
く
し
園
・
小
山
梅
子

…
…
…
現
金
の
出
納
・
使
用
料
・
手
数
料
・
決
算

■
庶
務
管

癖
腿

．
麟
轍
撫
轟
欝
蕪
躍
欝
難
罪
騨
縫
の
蟹
校
給
食

■
社
会
教
育
課
　
　
社
会
教
育
係
（
係
長
上
原
伸
マ
ー
人
）
…
…
…
社
会
教
育
施
設
の
建
設
整
備
計
画
』

　
（
課
長
口
風
間
栄
光

■
体
育
課
体
育
係
（
補
佐
兼
務
・
5
人
）
－
…
－
社
会
体
育
施
設
の
設
置
・
体
育
団
体
の
育
成
・
指
導

　
〔
　
　
課
長
目
柳
　
　
則
夫

　
　
補
佐
口
春
日
宏
市
郎

■
市
史
編
さ
ん
室
（
室
長
H
樋
熊
幸
治
補
佐
H
丸
山
克
巳
・
1
人
）
…
…
－
－
市
史
編
さ
ん
の
準
備
．
資
料
収
集

■
文
化
財
課
　
文
化
財
係
（
係
長
阿
部
恭
平
・
2
人
）
…
…
文
化
財
の
保
誰
指
導
・
発
掘
調
査

　
〔
　
　
課
長
u
波
形
卯
二

　
　
補
佐
一
熊
木
　
　
剛

■
情
報
館
準
備
室
（
室
長
口
星
野
元
丁
2
人
）
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
情
報
館
建
設
の
準
備

．
訟
篠
輪
感
区
欝
雛
讐
購
奮
．
鶴
謹
麟
罫
村
山
秀
雄
　
富
井
武
保

■
博
　
　
物
　
　
館
（
館
長
一
波
形
卯
二
・
4
人
）
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
●
…
…
博
物
館
の
運
営
●
維
持
管
理

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
所
長
”
大
渕
英
雄
i
人
）
施
設
の
使
用
．
講
座
の
開
設
．
ク
ラ
ブ
活
動
奨
助
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
指
導
．
相
談

■
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
、
小
・
中
学
校
…
…
－
視
聴
覚
教
材
の
貸
唄
理
科
教
育
の
振
興
・
専
門
的
調
査
要
小
学
校
畏
他
分
校
2
）
睾
校
6

　
　
　
　
　
務
局
（
局
長
H
若
井
雄
二
次
長
H
長
津
一
男
・
－
人
）
…
…
…
選
挙
管
理
．
執
行
．
選
挙
の
啓
発

　
　
　
　
　
〃
　
　
　
（
局
長
口
生
越
　
誠
・
1
人
）
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
市
政
執
行
に
つ
い
て
監
査
・
公
平
委
員
会

　
　
　
　
　
〃
　
　
　
（
局
長
”
吉
沢
登
美
雄
次
長
H
中
沢
　
宏
・
3
人
）
…
…
…
農
地
転
用
・
農
業
者
年
金
．
出
稼
ぎ
者
対
策

…
…
…
水
道
料
金
の
徴
収
・
調
定

…
…
－
送
配
水
管
の
維
持
管
理
・
水
量
水
質
対
策
・
水
道
工
事
申
込

…
…
…
水
道
拡
張
工
事
・
給
水
工
事
の
施
工

…
…
…
取
水
・
送
配
水
施
設
の
維
持
管
理

…
…
…
学
校
施
設
の
建
設
・
整
備
計
画
・
教
員
住
宅

77とお』が夢豊　平成6年4月10日
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禰
犠
蝿
郡
評
崎
一
一
一
好
園
」
増
改
築
工
事
竣
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
ま
す

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園
の
短

期
入
所
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
増
改
築
工

事
が
終
了
し
、
三
月
三
十
日
㈱
三
好
園

で
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
田

市
長
、
西
野
県
議
会
議
員
、
山
本
中
里

村
長
、
施
工
者
、
地
元
関
係
者
な
ど
約

百
人
が
出
席
し
て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
増
改
築
工
事
は
、
在
宅
介
護

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
を
目
的
に
、

国
の
補
助
約
九
千
四
百
万
円
、
県
の
補

助
約
九
千
四
百
万
円
、
市
の
補
助
一
億

円
な
ど
事
業
費
約
五
億
四
千
万
円
で
、

平
成
五
年
七
月
に
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。　

増
改
築
の
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

▲

市長をはじめとする関係
者と入所者が、藤巻秀正

氏作の増改築記念碑の除
幕を行いました

覇羅鑓

く1増改築されたデイサー

　ビスセンター、在宅介

護支援センター
　
鱈

　
騰

　
灘謡　

灘
ー
ト
造
り
二
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
一
、

五
三
二
・
二
四
平
方
層
で
、
木
を
使
用

し
た
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
フ
ロ
ア
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
左
図
の
よ
う
に
利
用
目
的
に

よ
っ
て
玄
関
が
別
と
な
り
ま
し
た
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
園
庭
側
（
西
側
）
で
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
は
今
ま
で
ど
お
り
の
玄
関
と
な
り

ま
す
。

　
増
改
築
工
事
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
ま
す
。

デイサービスセンター
在宅介護支援センター

西
側
庭
園

玄関

特別養護老人ホーム

ショートステイ
玄関

　
三
好
園
の
増
築
工
事
が
終
了
し
、

月
か
ら
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い
ま

す
。　

〈
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　
在
宅
介
護
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談

の
「
窓
口
」
で
、
二
十
四
時
間
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
介
護
用
品
や
介
護
機

器
も
常
時
展
示
し
て
あ
り
、
紙
お
む
つ

な
ど
も
お
年
寄
り
の
状
態
に
あ
っ
た
品

物
が
選
べ
ま
す
．

■
利
用
料
無
料

　
〈
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
〉

　
三
好
園
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
、
在
宅
の
お
年
寄
り
の
オ
ム
ツ
交

換
や
シ
ー
ツ
交
換
等
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

■
対
象
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で

　
支
障
の
あ
る
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
。

終◆問い合わせ
i社会福祉事務所高齢福祉係（盈57－3111内線

’　　135・136）または三好園（盈56－2106）へ。
今

■
利
用
料
　
生
計
中
心
者
の
、
前
年
の

　
所
得
税
の
課
税
額
に
よ
っ
て
、
一
時

　
間
あ
た
り
無
料
か
ら
八
八
○
円
で
す
。

　
〈
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
〉

　
在
宅
の
お
年
寄
り
を
短
期
間
お
預
か

り
し
ま
す
。
介
護
し
て
い
る
人
が
、
冠

婚
葬
祭
、
旅
行
、
介
護
で
疲
れ
た
場
合

な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

■
定
員
二
十
六
人

■
利
用
料
　
一
日
二
、
〇
九
〇
円

　
〈
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
在
宅
の
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
や
痴

ほ
う
症
の
お
年
寄
り
を
、
リ
フ
ト
バ
ス

で
送
迎
し
、
、
入
浴
や
食
事
、
動
作
訓
練

等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

■
定
員
二
十
三
人

■
利
用
料
　
一
、
一
〇
〇
円

　
〈
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
〉

　
市
長
が
、
老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定
委

員
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
入
所
の

要
否
を
決
定
し
、
施
設
が
空
い
た
ら
入

所
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

■
対
　
象
　
身
体
上
・
精
神
上
著
し
い

　
障
害
が
あ
る
た
め
に
常
に
介
護
を
必

　
要
と
し
て
い
る
の
に
、
家
庭
に
お
い

　
て
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
お

　
年
寄
り
．

■
要
否
の
判
定
　
お
年
寄
り
本
人
の
健

　
康
状
態
、
日
常
生
活
動
作
の
状
況
、

　
精
神
の
状
況
、
家
族
・
住
居
の
状
況
・

　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
な

　
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
要
否
を
決

定
し
ま
す
．
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噺一定面積以上の取引は届出が必要

Ψ
国
土
利
用
計
画
法
の

　
　
　
　
　
　
　
ね
ら
い

　
土
地
の
投
機
的
取
引
や
地

価
の
暴
騰
で
、
国
土
を
混
乱

に
お
と
し
い
れ
る
と
い
っ
た

事
態
は
、
起
こ
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
．

　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
こ

の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
法
律

で
す
。
こ
の
法
律
は
土
地
の

投
機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰

を
抑
制
し
、
乱
開
発
な
ど
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
土
地
取
引

に
つ
い
て
届
出
制
を
設
け
て

い
ま
す
。
下
表
の
一
定
面
積

以
上
の
土
地
の
取
引
を
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
あ
ら
か
じ
め
知
事
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
．

　
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
と
も
合

計
す
る
と
一
定
面
積
以
上
と
な
る
一
団

の
土
地
に
つ
い
て
も
、
届
出
は
必
要
で

す
。

　　　　一団の土地取引

圓邑売る人（摺L訟
飼鼠・峠i塁1三昌薪

　　（イ＋口半A＋二）　茎一定面積

　　、　　　売る人　　（±地）　買う人

1識．鞍・ili図
　　（い十ろ十は十に）　妻一定面積

Ψ
届
出
か
ら
契
約
ま
で

　
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
取

引
の
当
事
者
（
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば

売
主
と
買
主
）
は
、
取
引
の
予
定
価
格

や
利
用
目
的
を
記
入
し
た
知
事
あ
て
の

届
出
書
を
、
契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま

で
に
市
役
所
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

（
届
出
用
紙
は
、
市
役
所
に
あ
り
ま
す
）

　
届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引
価
格

と
利
用
目
的
に
つ
い
て
審
査
し
、
不
適

当
と
認
め
る
と
き
は
、
取
引
の
中
止
ま

た
は
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
、
届
出
日

か
ら
六
週
間
以
内
に
勧
告
を
し
な
い
旨

文
書
で
通
知
し
ま
す
。
こ
の
通
知
を
受

け
取
れ
ば
、
契
約
が
で
き
る
こ
と
に
な
・

り
ま
す
。

Ψ
届
出
が
必
要
な
土
地
取
引

　
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地
取
引

は
、
次
の
要
件
の
も
の
で
す
。

○
売
　
買

○
共
有
持
分
の
譲
渡

右記以外 都市計画区域 監視区域
区i妻1…i

分、翼き竪

＿水下吉 ＿六川中十 大大丁大庚
萎灘

監沢条田
視地地地
区区区区

庚箇治条日
を地地地町
除区区区地

字字・字＿
馬新庚伊塩
場宮・達之

地な

灘
禰
i

域一

を
く　　　　区
）

己甲辛甲又
　　　）●　　　　　●　　　　　　　　　　　　●

区…鰯1

除 壬乙　　乙 名
鎌・

く
） 　　　●

●
癸
　
　
　 丙

藩i

●

蕊
10，000㎡以上 5，000㎡以上 2，000m・以上

面……．

積『．

○
営
業
譲
渡

○
譲
渡
担
保

○
代
物
弁
済

○
交
　
換

○
予
約
完
結
権
・
買
戻
権
等
の
譲
渡

○
地
上
権
・
賃
借
権
の
設
定
、
譲
渡

喝平成6年の地価公示価格を発表
ほ
か
　、

　
　
三
月
二
十
五
日
に
国
土
庁

　
か
ら
平
成
六
年
の
地
価
公
示

　
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
地
価
公
示
は
、
都
市
計
画

　
区
域
内
の
各
地
域
で
標
準
的

　
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土

　
地
（
こ
れ
を
標
準
地
と
い
い

　
ま
す
）
を
選
ん
で
そ
の
適
正

　
な
土
地
価
格
を
公
表
し
、
土

　
地
を
売
買
す
る
際
の
目
安
に

　
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
ま
た
地
価
公
示
価
格
は
、
不

　
動
産
鑑
定
士
が
鑑
定
評
価
を

　
行
う
場
合
や
、
国
、
地
方
公

　
共
団
体
等
が
公
共
用
地
等
を

　
買
う
場
合
の
基
準
と
さ
れ
る

都
道
府
県
知
事
が
国
土
利
用
計

画
法
に
基
づ
い
て
土
地
売
買
等
の
届
出

が
あ
っ
た
土
地
の
取
引
価
格
の
審
査
を

す
る
と
き
の
基
準
と
も
さ
れ
、
適
正
な

地
価
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て

い
ま
す
。

Ψ
土
地
書
の
き
は
地
価

　
公
示
価
格
を
調
べ
ま
し
よ
う

　
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅
か

ら
の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状
況
な

ど
の
土
地
の
条
件
を
標
準
地
と
比
較
す

れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ
そ
の
価
格
が

わ
か
り
ま
す
。
（
地
価
公
示
価
格
は
一
月

一
日
現
在
の
価
格
で
す
の
で
、
そ
の
後

の
地
価
動
向
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
）
土
地
売
買
の
時
に
は
、
ま
ず
、

地
価
公
示
価
格
を
調
べ
売
買
の
目
安
と

し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
地
価
公
示
の
ほ
か
、
県
で
は

市
内
（
八
か
所
）
の
地
価
調
査
を
実
施

し
、
毎
年
十
月
に
公
表
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
価
格
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。Ψ

地
価
公
示
は
市
役
所
で

簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す

　
標
準
地
の
地
価
、
標
準
地
が
接
す
る

道
路
の
種
類
、
幅
員
、
標
準
地
の
周
辺

の
土
地
利
用
状
況
等
を
細
か
く
記
載
し

た
地
価
公
示
の
関
係
書
面
は
、
市
役
所

に
県
内
の
も
の
が
全
部
揃
え
ら
れ
て
い

て
、
誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

所
　
　
在

価
格
円
／
㎡

字
西
浦
寅
甲
七
三

六
八
、
七
〇
〇

住
吉
町
一
三
五

三
八
、
0
0
0

字
西
三
ノ
町
寅
甲

二
五
－
甲

一
九
九
、
○
○
○

藷
蝿
牒
響
格
〕
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「若　草　会』
　（代表＝熊木五郎）

　
難

盤
．

　
』

．
縷

　
灘塵

　　　醐鰯，’．藝，雛

「いつまでも、若草のようにみずみずしく暮らしたい」と語る会員の皆さん

　「若草会」は、骨髄バンクを支援している、会員6

人の小さなボランティアサークルです。会の名前には、

いつまでも若草のようにみずみずしく、いきいきと暮

らしたいとの願いが込めてあります。

会ができた6年前は、週に一度会員が交替で三好園

に行き、お年寄りの介護の手伝いをしていました。そ

の後、会員が県内のボランティア団体を対象にした研

修会に参加して、血液の病気と骨髄バンク運動の存在

を知ったことが、骨髄バンクを支援するきっかけとな

りました。市内でも同じ病気に苦しむ太田さんを救お

うと運動の輪が広がりをみせ、何とか運動の火を消さ

ないようにしたいと骨髄バンクの支援を始めました。

毎月第1木曜日の午後1時30分から公民館本館で、

十日町の絹の布切れを使った小物入れを作り、それを

長岡のゆきしかまつりなどのイベントで販売し、収益

金を「にいがた骨髄バンクを育てる会」へ送り、患者

の心の支えに少しでもなればと思っています。またイ

ベントに参加することによって、一人でも多くの人た

ちから骨髄バンクヘの理解が得られたらいいなあと考

えています。

わたしたちの会は、みんなで小物入れを作っ．たり、

イベントに参加したりして、楽しみながら活動してい

ます。興味ある人は熊木五郎（高田町1盈57－4082）

まで連絡してください。

月に1度、絹の布きれで小物入れを作っています

や
ま
な
会
（
＋
日
町
市
食
生
活
改
善
推
進
委

　
　
鞠
難
難
め
鄭
鋸

縫
灘
轟
嚢
藝
　
艦

　
　
　
　
蹴
　
　

灘
羅
撚
　
　
　
じ
ブ
と

　
　
　
　
　
蓬
　
　
　
　
繍
　
　
　
　
　
ん
　
￥
」

・
響
蝦
鍵
．
．
．
講
　
　
　
厨
記
蟹

　
　
　
　
　
　
　
　
．
鏡
．
糊
　
・
　
4
個
大
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輸
　
　
　
　
％
ト
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨
固
型
ス
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
イ
ー
ト
コ

　
こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

　
骨
粗
霧
症
・
高
血
圧
を
防
ぐ
た
め
に
、
　
　
た
せ
る
。

カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
乳
製
品
と
緑
黄
色
　
　
㊨
火
が
通
り

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
ら
れ
る
料
理
で
　
　
加
え
、
塩
・

す
。
か
ぶ
は
煮
る
と
柔
ら
か
く
、
子
供
　
　
残
り
の
バ
タ

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。
　
　
⑭
も
う
一
度
㎞

か
ぶ
の
か
わ
り
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
う
　
　
※
今
月
か
ら

と
、
自
家
製
シ
チ
ュ
ー
と
し
て
楽
し
め
　
　
　
食
生
活
改

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
か
ら
登
一

　
〈
作
り
方
〉
⑳
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
小

房
に
分
け
て
ゆ
で
る
。

⑭
鮭
は
一
口
大
に
切
り
、
小

麦
粉
を
ま
ぶ
し
て
、
フ
ラ
イ
　
　
　
　
．
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚
　
　
　
　
黙

パ
ン
で
両
面
を
焼
く
。

㊨
玉
ね
ぎ
は
薄
切
り
に
し
、

に
ん
じ
ん
は
短
冊
切
り
に
、

か
ぶ
は
四
～
六
つ
に
切
る
。

⑭
鍋
に
バ
タ
ー
大
さ
じ
二
杯

を
入
れ
野
菜
を
い
た
め
る
。

徳永マスイさん
（北新田3・66歳盈57－3058）

り
た
ら
、
牛
乳
ニ
カ
ッ
プ
を

・
コ
シ
ョ
ウ
で
味
を
整
え
、

タ
ー
一
さ
じ
を
入
れ
る
。

度
煮
た
た
せ
て
で
き
上
が
り
。

ら
、
や
ま
な
会
（
十
日
町
市

改
善
推
進
委
員
協
議
会
）
の

登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

トス本、かぶ…大3個、ブロッコ
コl
Iプリー…1房（無いときはキヌ
ンーサヤ）、うす塩鮭…3切、スイ
を個
入と　一トコーン…1缶￥牛乳…2
れ丞カッブ（または水2カッブに

一ヵ　スキムミルク大さじ8杯を入
度当れる）￥バター…大さじ3杯、
煮フ
た　’固型スーブの素…2個

目
貝
協
議
△
五
）

①

ブ4



ρ

⑭越後保育園

塾
～

粟．蒲

盟

　纂
嚢

　　ゆう　き
桑原祐貴くん

　（5歳）

　お父さんはいつもいっしょに遊

んでくれるんだ。「たたかいごっこ」

をやるとお父さんが勝つんだよ。

保育園の金沢先生をかきました。保坂さつきちゃん

先生はとても優しいの。私はお絵　　　　（5歳）

かき大好き。お友達の絵もかくよ。

　
　
　
　
夷
ず

團
ス
鳳

難
回
・
構

オ
話
．

イポ

、

臓
鱒

Do　you　speak　Eng”sh？

　“英語を話せますか”

Welcome　back！

また4月がやって来ました。初対面の外国人から

こんなふうに話しかけられたらどう答えますか。

A　l①Do　oロSReak　Er、91is隔？

　　（英語話せますか）

B：Yes，園◎，②a　li稠e，

　　（は騨、少し）

A：③e陀a想

　　（良がった）

　「○○語を話せますか。」と言う時、つい“Can

you～？”と聞いてしまいがちですが、Canには個

人の能力を問うニュアンスがあり、「あなたには～を

する能力があるんですか」という感じになること

がありますので要注意。②は「少し」という意味

の熟語。③はうれしい時のあいづちです。例えば、

「おいしいレストランに連れて行ってあげる。」な

んて言われたら、“Great！”というように使って

ください。

灘

庭

β

野　　rレ

情兆一

筆璽

　
こ
の
家
に
七
人
兄
弟
の
四
番
目
に
生

ま
れ
、
う
え
に
は
三
人
の
姉
が
お
り
ま

し
た
て
。
子
供
の
じ
ぶ
ん
楽
し
か
っ
た

　
　
　
　
あ
た

ん
は
、
こ
の
辺
り
に
は
信
濃
川
が
あ
っ

た
ん
で
、
水
泳
ぎ
を
し
て
良
く
遊
ん
だ

こ
と
か
の
う
。
堤
防
の
近
く
は
流
れ
が

穏
や
か
で
、
ち
ょ
う
ど
良
か
っ
た
て
え
。

　
家
業
は
、
百
姓
で
小
作
を
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
ち
ゅ
う
の
う

ん
の
。
家
も
元
は
中
農
程
度
で
あ
っ
た

が
、
た
び
た
び
の
大
水
で
田
畑
を
流
さ

れ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
て
の
。
せ
っ
か
く

手
間
ひ
ま
か
け
て
作
っ
た
も
ん
が
、
い

っ
と
き
の
う
ち
に
水
に
持
っ
て
い
か
れ

て
し
ま
っ
て
の
。
こ
ん
な
百
姓
は
み
じ

め
だ
と
い
う
思
い
が
父
親
の
頭
に
あ
っ

て
、
職
人
で
あ
れ
ば
ち
っ
た
い
い
目
を

さ
ん（

島
・
80
歳
）

◎

見
ら
れ
ら
ん
で
は
と
、
お
れ
を
十
五
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う

歳
に
長
岡
の
塗
り
物
問
屋
の
下
請
け
工

ば場
に
弟
子
入
り
さ
せ
た
ん
だ
て
の
。

　
当
時
は
小
千
谷
ま
で
歩
い
て
、
そ
こ

か
ら
汽
車
に
乗
っ
て
い
っ
た
ん
だ
ど
も
、

そ
の
年
の
秋
に
飯
山
線
が
開
通
し
、
正

月
休
み
は
十
日
町
ま
で
汽
車
で
来
れ
た

ん
だ
て
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
　
　
　
わ
ん

　
塗
り
物
工
場
で
は
、
お
膳
や
お
椀
な

ど
漆
器
の
下
ご
し
ら
え
か
ら
仕
上
げ
ま

で
を
し
た
ん
の
。
主
人
の
家
に
寝
泊
ま

り
し
て
、
朝
六
時
こ
ろ
か
ら
夜
の
八
時

ご
ろ
ま
で
仕
事
を
し
ら
ん
の
。
百
枚
単
位

で
仕
上
げ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、

半
分
も
満
足
の
も
の
が
で
き
な
く
て
辛

い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
る
の
。

　
ね
ん
　
　
　
あ

　
年
が
開
け
、
礼
奉
公
の
後
こ
っ
ち
に

帰
っ
て
塗
り
物
商
売
を
始
め
た
ど
も
、

戦
時
色
が
濃
く
な
る
と
漆
は
軍
需
に
取

ら
れ
、
組
合
を
作
っ
て
頑
張
っ
た
ど
も

材
料
の
配
給
が
絶
え
て
自
然
に
廃
業
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ず
り

た
ん
だ
て
の
。
六
十
歳
の
こ
ろ
患
っ
た

ち
ゅ
う
ぶ

中
風
も
八
分
が
た
回
復
し
、
野
菜
作
り

や
園
芸
を
楽
し
み
に
し
て
ら
ん
だ
て
の
。
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月
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　　　5
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き
も
の
無
料
貸
出
し
＆
着
付
け
サ
ー
ビ
ス

　
　
～
き
も
の
姿
で
き
も
の
ま
つ
り
に
～

　
き
も
の
ま
つ
り
に
、
一
人
で
も

多
く
の
人
に
着
物
を
着
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
織
物
組
合
と
美
浜
会

で
は
「
着
物
無
料
貸
出
し
サ
ー
ビ

ス
」
を
行
い
ま
す
。

　
〈
き
も
の
無
料
貸
出
し
〉

　
十
日
町
の
紬
を
無
料
で
貸
し
て
、

そ
の
場
で
着
付
け
を
い
た
し
ま
す
。

■
と
　
き
　
5
月
3
日
㈹
午
前
1
0

　
時
～
午
後
1
時
（
返
却
3
日
午

　
後
5
時
）

■
と
こ
ろ
　
織
物
組
合
（
西
寺
町
）

■
定
　
員
　
3
0
人

■
持
参
品
　
足
袋
、
ぞ
う
り
、
裾

よ
け
、
肌
じ
ゅ
ば
ん
、
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
）

　
〈
着
付
け
サ
ー
ビ
ス
〉

■
と
　
き
　
5
月
3
日
㈹
午
前
1
0

時
～
午
後
1
時

■
と
こ
ろ
　
織
物
組
合
（
西
寺
町
）

■
申
し
込
み
　
貸
出
し
・
着
付
け

　
と
も
4
月
2
7
日
㈱
ま
で
に
電
話

　
で
織
物
組
合
（
a
5

7
1
9
1
1

　
1
）
ま
た
は
商
工
観
光
課
（
智

、
内
線
鵬
）
へ
．

　　　　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　難　　　　　　　懇

　　　　　灘　　　懇懸
　
市
外
の
知
人
・
友
人
を
誘
っ
て
、
き

も
の
を
着
て
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
　
き
　
5
月
3
日
㈹
午
前
8
時
3
0

分
～
受
付

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
1
1
）

■
参
加
費
　
5
、
0
0
0
円

■
用
意
す
る
も
の
　
白
足
袋
、
肌
じ
ゅ

　
ば
ん
（
長
じ
ゅ
ば
ん
）
、
裾
よ
け

■
申
し
込
み
　
4
月
2
5
日
㈲
ま
で
に
、

　
希
望
す
る
き
も
の
の
種
類
・
住
所
・

　
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し

　
て
、
十
日
町
市
観
光
協
会
（
〒
脇
十

　
日
町
市
千
歳
町
3
1
3
市
役
所
内
費

　
5
7
1
3
3
4
5
）
へ
。

第
13
回
　
塩
之
又

　
　
　
　
　
　
　
　

　
◆
5
月
2
日
伯
W

　
　
正
午
～
午
後
2
時
3
0
分

　
◆
塩
之
又
森
林
公
園

■
会
　
費
　
4
、
0
0
0
円

■
定
員
　
1
5
0
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
　
4
月
2
5
日
㈲
ま
で
に
、

会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　
い
。◎

直
接
申
し
込
み
　
観
光
協
会
ま
た

　
は
ク
ロ
ス
ー
0
受
付
へ
。

◎
電
話
申
し
込
み
　
農
林
課
（
智
内

　
線
鵬
・
謝
）
ま
た
は
林
福
市
宅
（
智

　
52
1
2
2
2
0
）
に
電
話
で
申
し

　
込
ん
だ
後
、
郵
便
振
替
で
会
費
を

　
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

第
4
回
　
転
入

山
菜
ま
つ
り

　
　
　
【
振
替
口
座
】

　
　
　
〒
圏
十
日
町
市
千
歳
町
3
1
3
十

　
　
　
日
町
市
役
所
農
林
課
内
　
塩
之
又

　
　
　
森
林
公
園
行
事
部
会
　
宛
て

　
　
　
〈
口
座
番
号
〉
ニ
イ
ガ
タ
ー
8
1
1

　
　
　
6
1
5
3

者
の
つ
ど
い

　
　
十
日
町
市
に
転
入
さ
れ
た
人
を
対
象

　
に
、
転
入
者
の
つ
ど
い
を
開
き
ま
す
。

　
　
■
と
　
き
　
4
月
2
2
日
働
　
午
後
5
時

　
　
3
0
分
～
7
時
3
0
分

　
　
■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
1
1
）

　
　
■
対
象
者
　
十
日
町
市
内
に
勤
務
に
な

　
　
　
っ
た
人
と
、
引
率
を
し
て
く
れ
る
人

　
　
■
会
　
費
　
3
、
0
0
0
円

　
　
■
申
し
込
み
　
4
月
1
5
日
㈲
ま
で
に
、

　
　
商
工
観
光
課
内
「
転
入
者
の
つ
ど
い
」

　
　
事
務
局
（
〒
蝿
十
日
町
市
千
歳
町
3

　
　
－
3
智
内
線
鵬
）
へ
。
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初のベスト8入りを果したメンバー

　十高空手部が堂々のベスト8

　　～第13回全国高等学校空手道選抜大会～

　3月27日（日）・28日（月）、東京の日本武道館を主会場

に行われた、第13回全国高等学校空手道選抜大会に

十日町高校が出場し、ベスト8入りを果しました。

　二回戦に早稲田実業高校を4対1、三回戦では北

関東代表の埼玉花咲徳栄高校を3対2と下し、準々

決勝では、昨年度優勝チームの世田ヶ谷学院に1対

4と惜しくも敗れてしまいました。同校空手部の指

導にあたっている西野師範は「8月に富山県を会場

に行われるインターハイでは、ぜひ3位入賞をした

い」と力づよく語っていました。

花のお江戸で花見会
　～大好き十日町会員135人が参加～

　大好き十日町会が企画した第2回上野公園花見会

が、4月3日（日）、65人の市内会員と70人の首都圏会

員が参加し、快晴・満開の上野公園で行われました。

　会場には、十日町産コシヒカリ100％のオニギリや

煮菜・漬物も出され、それをさかなに久しぶりに会

う知人同士の会話は、盛り上っていました。

　花見会に飛び入りで参加する人もいて、この日の

上野公園花見会場は、十日町一色となりました。最

後に参加者全員で十日町小唄と深雪甚句を歌いなが

ら踊り、楽しい一時を過ごしました。

　　　　〈きものまつり協賛〉

澤和樹弦楽四重奏団演奏会
◆5月3日（火）午後3時開演（開場2時30分）

◆市民会館ホール（学校町1）

　
国
際
舞
台
で
活
躍
し
て
い
る
澤
和
樹

氏
が
率
い
る
弦
楽
四
重
奏
団
の
演
奏
会

で
す
．

■
料
　
金
　
3
、
0
0
0
円
（
全
席
自

　
由
）

■
定
員
　
4
0
0
人

■
主
な
演
奏
曲
　
ハ
イ
ド
ン
H
弦
楽
四

　
重
奏
曲
第
74
番
ト
短
調
　
ド
ヴ
ォ
ル
ザ

　
ー
ク
H
弦
楽
四
重
奏
曲
第
1
2
番
へ
長

　
調
ほ
か

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
　
イ
ト
i
楽
器
（
本

　
町
1
）
、
野
上
書
店
（
駅
通
り
）
、
ブ
ッ

　
ク
セ
ン
タ
ー
野
上
（
本
町
3
）
、
十
日
町

　
市
公
民
館
・
各
地
区
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
　
イ
ト
L
楽
器
（
盈
52
－

　
6
4
0
5
）
へ
．

〈きものまつり協賛〉

第31回ジヤズ共和国国会ライブ
　◆5月1日（日）午後7時開演（開場6時30分）

　◆クロス10大ホール（本町6－1）

　
飲
食
し
な
が
ら
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
」
リ
ー
グ
・
ベ
ル
デ
ィ

ー
川
崎
の
開
幕
戦
で
「
君
が
代
」
を
吹

奏
し
た
原
朋
直
氏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

■
料
　
金
　
3
、
5
0
0
円
（
全
席
自

　
由
、
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
）

■
定
員
　
3
0
0
人

■
出
　
演
　
大
坂
昌
彦
（
ド
ラ
ム
ス
）
、

　
原
朋
直
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
、
川
嶋
哲

　
郎
（
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
）
、
水
野
修
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
ピ
ア
ノ
）
、
上
村
信
（
べ
ー
ス
）

■
問
い
合
わ
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　
ハ
ロ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
本
町
4
盈
52
－

　
3
6
0
8
）
ま
た
は
十
日
町
タ
イ
ム

　
ス
社
（
昭
和
町
3
暦
52
1
2
3
3
1
）

　
へ
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　窮槽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　17曇ハ・

　　庭野キヨさん宅で談笑するおかあさんたち
市で5ま、公共下水道や農業集溺ド水事業など蓉で

の対象地域外の生活環境を整備するため、合併併∂快

　　　　　　　　　　　　　　　　　　処
処理浄化槽の設置を進めています・赤倉地区で理適

護謹難巽二標翻廓鶯鶯蟹琴灘嚢な
梅雨時期こなるとトイレの臭いがひどくてねえ．置生

お金はかかったけれど・今年の梅雨は臭いやハ活

工に悩まされなくなるし、側溝の水もきれいに

なります。本当によかったですてえ」と口々に

言い合っていました。
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野
沢
菜
漬
の
つ
く
だ
煮

・
紹
介
者
村
山
節
子
さ
ん

　
（
妻
有
町
東
1
智
5
7
1
4
9
9
3
）

〈
作
り
方
〉
①
野
沢
菜
漬
を
よ
く
洗
い
、

塩
気
を
と
る
②
3
弛
．
位
に
切
っ
て
よ
く

水
気
を
と
り
除
く
③
野
沢
菜
漬
4
キ
。
修

に
対
し
て
、
し
ょ
う
ゆ
3
合
、
酒
1
合
、

酢
7
勺
、
み
り
ん
1
合
、
砂
糖
姻
～
㎜

躍
。
を
入
れ
水
気
が
半
分
位
に
な
る
ま
で

強
火
で
煮
立
て
、
そ
の
後
水
気
が
な
く

な
る
ま
で
弱
火
で
煮
る
。

※
圧
力
鍋
を
使
う
と
一
層
お
い
し
く
で

　
き
ま
す
。

十
日
町
市
離
職
者

生
活
安
定
資
金
融
資

　
自
分
の
責
任
に
よ
ら
な
い
理
由
で
離

職
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
人
で
、
現
在
求

職
（
内
職
者
を
含
む
）
活
動
を
行
っ
て

い
る
人
の
生
活
安
定
を
目
的
と
し
た
、

生
活
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

〈
融
資
条
件
〉

▼
融
資
限
度
額
　
1
0
万
円
以
上
5
0
万
円

　
以
内
（
1
0
万
円
単
位
）
。
た
だ
し
、
内

　
職
者
は
直
近
3
か
月
間
の
賃
金
（
工

　
賃
）
の
平
均
額
の
3
倍
以
内

▼
融
資
利
率
　
年
2
・
0
響

▼
返
済
期
間
　
3
年
以
内
（
据
え
置
き

3
か
月
を
含
む
）

▼
返
済
方
法
　
元
金
均
等
月
賦
返
済

▼
保
証
人
　
1
人
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商
工
労

　
政
係
（
費
内
線
別
）
へ
。

労
働
保
険
の
年
度

更
新
手
続
き
は
旱
目
に

　
平
成
6
年
度
の
年
度
更
新
に
よ
る
労

働
保
険
料
の
申
告
と
納
付
の
受
付
け
が

5
月
1
6
日
㈲
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
手
続
き
の
済
ん
で
い
な
い
事
業
主

は
、
早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

田
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
労
働
基
準
監

　
督
署
（
費
52
1
2
0
7
9
）
へ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
㈹
十
日
町
青
年
会
議
所
で
は
、
第
2
5

回
重
度
身
体
障
害
者
研
修
旅
行
を
行
い

ま
す
。
今
回
は
「
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ

ー
ク
」
で
花
に
囲
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い

一
日
を
過
ご
そ
う
と
計
画
し
ま
し
た
。

こ
の
旅
行
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
と
　
き
　
5
月
2
9
日
㈲
　
午
前
8
時

　
市
役
所
前
発
（
日
帰
り
）

■
と
こ
ろ
　
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

■
参
加
費
無
　
料

■
募
集
人
員
　
8
0
人

■
申
し
込
み
　
4
月
2
8
日
㈲
ま
で
に
㈹

　
十
日
町
青
年
会
議
所
（
〒
螂
十
日
町

市
本
町
3
丁
目
　
十
日
町
商
工
会
議

所
内
智
5
7
1
5
1
1
1
）
へ
。

24

期
婦
人
電
気
教
室

■
受
講
期
間
　
5
月
～
n
月
　
6
回
コ

ー
ス
（
毎
月
1
回
第
3
水
曜
日
の
午

前
中
、
8
月
は
休
み
ま
す
）

■
開
講
日
　
5
月
1
8
日
㈱

　
　
　
　
午
前
9
時
3
0
分
～

■
受
講
料
　
1
、
0
0
0
円

■
講
座
内
容
　
電
気
の
基
礎
知
識
、
修

　
理
実
習
、
施
設
見
学
、
料
理
実
習
等

■
定
　
　
員
　
3
0
人

■
申
し
込
み
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

　
業
所
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
課
（
暦
52

　
1
3
1
0
7
内
線
識
）
へ
。

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
谷
内
丑
市
営
住
宅
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
3
階
建
）

　
▼
募
集
　
2
戸

　
（
6
畳
2
室
、
5
畳
1
室
、
D
K
）

　
▼
家
賃
2
5
、
7
0
0
円
～
2

　
6
、
7
0
0
円

■
八
幡
田
市
営
住
宅
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
4
階
建
）

　
▼
募
集
　
1
戸

　
（
6
畳
2
室
、
5
畳
1
室
、
D
K
）

　
▼
家
賃
2
9
、
4
0
0
円

■
申
し
込
み
　
4
月
2
5
日
㈲
ま
で
に
克

　
雪
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係
（
盈
内

　
線
篇
・
漏
）
へ
．

海
上
保
安
大
学
校

　
　
　
　
　
　
学
生
募
集

■
予
定
人
員
　
8
0
人

■
試
験
日
　
第
1
次
試
験
…
5
月
2
9
日

㈲
新
潟
市
　
第
2
次
試
験
…
7
月
1
2

日
㈹
新
潟
市

■
受
験
資
格
　
昭
和
4
5
年
4
月
2
日
以

　
降
に
生
ま
れ
た
、
次
の
人

　
ω
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
及
び
9

　
　
月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
す
る

　
　
見
込
み
の
人

　
ω
高
等
専
門
学
校
の
第
3
学
年
の
課

　
　
程
を
修
了
し
た
人

　
⑬
そ
の
他
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合

　
　
格
し
た
人
な
ど
で
、
人
事
院
が
ω

　
　
の
条
件
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

　
　
認
め
る
人

■
受
験
手
数
料
　
無
　
料

■
申
し
込
み
　
4
月
1
8
日
㈲
～
2
6
日
㈹

　
ま
で
に
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
総

　
務
部
人
事
課
（
智
0
1
2
0
－
4
4

　
4
1
5
7
6
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
へ
。

出
稼
帰
省
後
の

　
　
手
続
き
は
お
旱
目
に

　
出
稼
帰
省
者
は
、
離
職
後
手
続
き
を

し
な
い
で
い
る
と
、
雇
用
保
険
の
一
時

金
が
満
額
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
求
職
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
第
1
次
受
付
日
　
4
月
2
5
日
㈲
～
2
8

　
日
㈲

■
第
2
次
受
付
日
　
5
月
9
日
㈲
～
1
3

日
働

■
受
付
時
間
　
午
前
1
0
時
及
び
午
後
1

　
時
（
た
だ
し
、
木
曜
日
の
受
付
は
午

前
の
み
）

■
そ
の
他
　
第
1
次
、
第
2
次
受
付
日

　
に
来
所
で
き
な
い
人
は
、
木
曜
日
を

　
除
く
午
後
1
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
第
2
次
受
付
日
以
降
の
帰
省

　
者
、
特
別
な
事
情
の
あ
る
人
は
、
事

　
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日

　
町
（
下
川
原
町
實
57
1
2
4
0
7
）

　
へ
．

統
計
調
査
に

　
　
　
こ
協
力
く
だ
さ
い

　
4
月
2
0
日
㈱
現
在
で
「
事
業
所
名
簿

整
備
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
事
業
所
に
関
す
る
国
の

最
も
基
本
的
な
も
の
で
、
す
べ
て
の
民

営
事
業
所
を
対
象
と
し
ま
す
。
調
査
項

目
は
、

・
事
業
所
の
名
称
と
電
話
番
号

・
所
在
地

・
従
業
員
数

・
事
業
の
種
類

で
す
．

　
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
文
書
広
報
係

　
（
盈
内
線
鵬
）
へ
。

ブ8



☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆・・…市役所は智57－3111●●●●●

酒
害
の
相
談

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
．

■
と
　
き
　
4
月
1
5
日
働

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7

　
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
智
内
線
姐
・
毘
）
へ
。

心
の
健
康
相
談

■
と
、
き
　
4
月
2
6
日
㈹

　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
江
口
医
師
（
上
村
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

漢
方
講
演
会

■
と
　
　
き

■
と
こ
ろ

■
入
場
料

　
く
演

4
月
1
6
日
ω

午
後
2
時
3
0
分
～

ク
ロ
ス
ー
0
中
ホ
ー
ル

無
　
料

　
　
　
題
〉

「
尾
台
楷
堂
の
墓
碑
名
」

　
講
師
　
荒
木
ひ
ろ
し
氏
（
荒
木
正
胤

遺
徳
会
代
表
）

・
「
日
本
漢
方
、
中
国
漢
方

　
　
　
　
　
　
　
み
ぢ
か
な
体
験
」

講
師
　
真
柳
誠
氏
（
北
里
研
究
所
附

　
　
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
勤

　
　
務
）

■
問
い
合
わ
せ
　
㈹
十
日
町
青
年
会
議

所
（
十
日
町
商
工
会
議
所
内
暦
5
7

1
5
1
1
1
）
へ
。

武道館会員募集
i嚢懸藩／ i・liilii／難iiii欝…萎…l／ 苺灘i…／i鶴嚢…／／ iii…／灘………／鐘iii！！l…

対象
小学生
　　～一般
（男女問わず）

幼児
　　～一般
（男女問わず）

小学生
　　～一般
（男子のみ）

小2～一般
男女間わず、

小学生は父母

同伴

練習日
月・水・金の

午後7時～

月・水・木・金

の午後7時～

〔蕎鶴は〕

日：

午前10時～
水・金：

午後7時～

月・金の

午後7時～

会場受付 武道館の各道場で行っていまする希望者は練習日においでください。

交通安全キャンペーン

■新入学（園）児童を交通事故から
　守りましょう　　　。，

　4月15日働まで　　）　　．・
春の交通安全運動
を実施しています。　o．o．。　ご

子どもにはおとな　　　　　”・・　’
が交通マナーを示
しましょう。　　　　／ラ．　　嚇璽

3月中の交通事故発生状況（）は累計

叢鷹癒 発盤灘数 負傷嚢数 麗巻数

十日町市
平成6年 15（38） 18（49） 0（2）

平成5年 11（35） 12（38） 2（2）

川西町
津南町
中里村

平成6年 4（15） 4（16） 0（0）

平成5年 6（21） 17（30） 1（1）

計
平成6年 17（53） 22（65） 0（2）

平成5年 17（54） 22（68） 2（3）

　　　　　ハンドル操作の誤りで

　羅　　　　家屋に飛び込み事故
　　妻
　　　　　3月5日（±）午前0時45分ご

　　　　ろ、土市地内の国道117号の上

り線で、中里村の28歳の女性の運転す

る普通乗用車が、音響機械を操作しな

がら走行したため、ハンドル操作を誤

り、路外の家屋に飛び込み、運転して

いた女性が負傷しました。

臨時運行許可証（仮ナンパー）の

手数料が変更《520円⇒650円〉

　4月より臨時運行許可証の手数料が変更

になりました。　■問い合わせ　市民課市

民係（睾内線153・154）へ。

屋
外
体
育
施
設
使
用
料

（
開
設
4
月
～
1
1
月
）

施
　
　
設
　
　
麟

使
　
　
駕
　
料
　
　
金

野
球
場
（
信
濃
川
運
動
公
園
、
真
田
）

運
動
広
場
（
岩
野
山
、
飛
渡
、
東
部
）

1
時
間
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5
0
円

市
　
営
　
笹
　
山
　
野
　
球
　
場

1
時
間
　
　
　
　
　
　
　
　
9
0
0
円

信
濃
川
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

青
　
少
　
年
　
運
　
動
　
広
　
場

1
時
間
　
　
　
　
　
　
　
　
4
5
0
円

信
濃
川
運
動
公
園
庭
球
場

1
時
間
　
1
面
　
　
　
　
　
　
1
5
0
円

城
　
ヶ
　
丘
　
庭
　
球
　
場

1
時
間
　
1
面
　
　
　
　
　
　
1
5
0
円

夜
間
照
明
使
用
　
3
0
分
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
1
面
3
0
0
円
を
加
算

場技競上陸

競
　
　
　
　
技
　
　
　
　
場

芝
生
部
分
の
　
み
使
用

団
　
体
　
練
　
習
　
使
　
用

1
時
間
　
　
　
　
　
　
　
2
、
2
0
0
円

1
時
間
　
　
　
　
　
　
　
　
9
0
0
円

1
時
間
　
1
団
体
　
　
　
1
、
0
0
0
円

本
　
部
　
室
、
会
　
　
議
　
　
室

審
　
判
　
員
　
役
　
貝
　
室

1
時
間
　
1
室
　
　
　
　
　
　
2
5
0
円

園公動運沢水

野
　
　
　
　
球
　
　
　
　
場

庭
　
　
　
　
球
　
　
　
　
場

ゲ
ー
ト
ボ
ー
　
ル
場

1
時
間
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5
0
円

1
時
間
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
0
円

1
時
間
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
0
円

総
　
合
　
公
　
園
　
野
　
球
　
場

1
時
間
　
被
保
険
者
等
　
　
　
8
0
0
円

　
　
　
　
そ
の
他
の
者
　
1
、
0
0
0
円

夜
間
照
明
使
用
3
0
分
3
、
0
0
0
円
加
算

総
　
合
　
公
　
園
　
庭
　
球
　
場

1
時
間
　
被
保
険
者
等
　
　
　
6
0
0
円

　
　
　
　
そ
の
他
の
者
　
　
　
8
0
0
円

夜
間
照
明
使
用
1
面
　
　
3
0
0
円
加
算

※
”
被
保
険
者
等
”
と
は
、

　
会
社
な
ど
に
勤
務
し
、
雇
用
保
険
に
入
っ
て
い
る
被
保
険
者
で
す
。
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yα
ふ
惹
里
の
歴
史
散
歩
⑳

S
，
1
　
古
い
建
築
様
式
の
取
締
所
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

　
む
か
し
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
旧

制
十
日
町
中
学
校
に
入
学
し
て
、
上

下
に
開
閉
す
る
窓
に
び
っ
く
り
し
た

記
憶
を
と
ど
め
て
い
る
人
が
、
ま
だ

お
お
ぜ
い
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の
当

時
は
、
明
治
時
代
の
建
築
様
式
を
一

部
に
残
し
て
い
る
公
共
施
設
が
い
く

つ
か
目
に
入
っ
た
も
の
で
す
。

　
歴
史
の
具
体
的
な
跡
を
残
し
た
い

と
、
古
い
町
並
み
や
民
家
な
ど
の
保

存
運
動
が
進
め
ら
れ
て
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
十
日
町
市
で
は
、
寺
院
と

わ
ず
か
な
民
家
を
除
く
と
、
ほ
と
ん

ど
新
改
築
さ
れ
て
し
ま
い
、
公
共
施

設
で
は
古
い
趣
き
を
と
ど
め
る
も
の

が
一
つ
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。　

郡
役
所
も
学
校
も
、
玄
関
に
ち
ょ

っ
と
し
た
飾
り
を
付
け
た
役
場
も
、

老
朽
化
と
い
う
言
葉
の
下
で
、
み
ん

な
取
り
壊
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ

の
中
で
、
現
在
も
昔
の
ま
ま
の
姿
を

と
ど
め
て
い
る
も
の
に
旧
蚕
業
取
締

所
が
あ
り
ま
す
．

　
明
治
年
代
に
入
っ
て
急
速
に
成
長

を
し
た
中
魚
沼
郡
の
養
蚕
は
、
県
内

で
指
折
り
の
産
地
と
し
て
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
蚕
種
・
桑

園
・
飼
育
な
ど
各
般
に
わ
た
っ
て
の

指
導
を
、
蚕
業
取
締
所
が
中
心
に
な

っ
て
進
め
て
き
た
の
で
す
。

　
取
締
所
の
建
物
は
大
正
十
三
年
に

平
屋
建
て
で
新
築
さ
れ
ま
し
た
が
、

業
務
の
拡
大
に
伴
っ
て
昭
和
十
一
年

に
二
階
部
分
を
増
改
築
し
ま
し
た
。

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
の
建
築
で
す
け

れ
ど
も
、
旧
い
郡
役
所
建
物
を
ま
ね

た
も
の
と
い
わ
れ
、
明
治
の
面
影
を

残
し
て
い
ま
す
．

　
取
締
所
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の

後
は
市
内
有
志
の
協
力
で
、
関
根
の

市
民
ス
キ
ー
場
傍
ら
に
移
築
さ
れ
て

再
生
さ
れ
ま
し
た
。

旧蚕業取締所

⑰

騨斐
了炉、

卿畢が噂

今月の表紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　キクザキイチゲ

　山野の林の中や土手に生えるキンポウゲ科の多年草で、草丈は10～30

cmほどです。根茎は地中を横にはってその先から茎を1本ずづ出しま

す。その茎の先に切れ込みのある葉が3枚輪になってつきます。花の

色は白色からうす紫色まで変化が多いのが特徴ですが、十日町では白1

い花が多いようです。写真は、花びらが10～12枚あるように見えます』

が、これはがく片でこの花には花びらがありません。また、花の色同1

様にがく片も8～13枚とさまざまです。

　よく似た花にアズマイチゲがありますが、茎から出る葉の柄で区別

できます。柄が翼状に広がっているのがキクザキイチゲです。

　花が菊に似ているので和名は「菊咲きイチゲ」です。「キクザキイチ、

リンソウ」とも呼ばれています。

　市内25か所の保育所（園）と3か

所の幼稚園で、入所（園）式があり

ました。4月4日（月）市立北原保育所

では、5人の元気な子どもたちが、

お父さん、お母さんに手を引かれて

入所し、20人のおにいちゃん、おね
えちゃんに温かく迎えられました。

入所式の後、保母さんが演じる「3

びきの子豚」の人形劇を楽しみまし
た。

市の動き
（3目末日現在）

45，596人（前月比一283）

22，479人（〃　一148）

23，117人（〃　一135）

ロ
男
女

人■

（前月比一43）12，633■世帯数

　
　
　
　
編
集
後
記

　
　
　
♂

■
今
月
か
ら
市
報
は
再
生
紙
を
使
用

し
ま
す
。
少
し
で
も
資
源
を
有
効
に

使
え
た
ら
い
い
な
あ
と
考
え
て
い
ま

す
。
紙
面
の
雰
囲
気
も
ち
ょ
っ
と
違

っ
て
見
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

■
四
月
は
入
学
・
入
社
・
異
動
の
シ

ー
ズ
ン
で
す
。
長
年
広
報
を
担
当
し

て
き
た
⑭
編
集
長
が
異
動
し
、
大
津

を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
広
聴
と
国
際

交
流
の
事
務
を
文
書
広
報
係
が
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
、
南
雲
と
樋
口
を

迎
え
ま
し
た
。
広
報
・
広
聴
が
一
体

と
な
っ
た
市
報
づ
く
り
を
進
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
㊥

20この紙は再生紙を使っています。




